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皇
女
和
官

各
務
野
の
人
物
fi来
 

〜
古
代
か
ら
^
代
〜

m
m
s

t
山
違
鴉
^
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
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会

扛
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瓮



は
じ
め
に

F
m
w

こ
の
冊
子
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か
 

ら
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
、
「中
日
各
 

務
原
市
民
ニ
ユ
ー
ス
」(
月
二
回
発
行
)

へ、

私
た
ち
中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
が
投
稿
し
た
記
事
と
写
真
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

「訪
ね
て
み
よ
ぅ
中
山
道
鵜
沼
宿
.

各

務
野
の
人
物
往
来
〜
古
代
か
ら
近
代
〜
」

と
題
し
て
、各
務
原
市
出
身
の
人
に
限
ら

ず
武
将
や
産
業
.

文
化
等
の
功
労
者
、中

山
道
を
旅
し
た
人
ま
で
幅
広
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。な
か
に
は
「こ
ん
な
人
も
ゆ
か
り

が
あ
っ
た
の
か
？
」と
思
わ
れ
る
人
々
も

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

今
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
〃
果
た
し
て
七
 

十
人
余
り
の
人
物
を
選
定
で
き
る
の
か
"
と
 

い
っ
た
心
配
も
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
会

員
全
員
が
分
担
し
て
、資
料
収
集
か
ら
執
筆

ま
で
苦
労
し
た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
回
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
は
、貴
重
な
資
料

の
散
逸
を
防
ぐ
と
と
も
に
会
活
動
の
足
跡
を

残
し
、ま
た
今
後
の
ガ
ィ
ド
活
動
で
話
の
種
に

な
れ
ば
と
考
え
た
次
第
で
す
。

ご
活
用
を
願
っ
て
い
ま
す
。

各
務
竚
を
め
'

く
る
ガ
ィ
ド
に
風
光
る

令
和
元
年
六
月
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村
国
男
依
と
三
つG

村
国
瓶
 

蘇
找
磨
山
田
石
川
麻
呂
 

護
命
 

安
積
氏

一
条
兼
良
と
羯9

 

前
野
栢
衛
門
 

犬
)R
次
郎
在
衛
門
正
秀
 

伊
木
清
兵
銜
忠
次
と
藤
吉
郎
 

河
村
想
六
 

旗
本
坪
内
利
定
 

徳
山
氏
 

伊
能
忠
敬

田
宮
初
雪
と
た
み
や
み
ぞ
 

播
隆
上
人
と
各
務
野
 

武
田
耕
®

畜
 

赤
報
除
相
楽
器
三
 

永
井
肥
前
守
尚
腺
 

は
だ
か
武
兵

市
川
百
十
郎
 

福
iR桃
介
 

長
塚
節
 

犬
谷
刑
部
吉
維
 

吉
田
松
陰
 

鏡
右
衛
門
射
久
網
 

各
牟
勝
 

万
里
集
九
 

円
空
さ
ん
と
各
_

山
岡
鉄
太
郎
 

通
尾
提
と
亀
姐
 

長
！£
八
左
衛
門
 

春
日
局
 

岡
田
只
治

堀
田
正
睦
と
路
泪
宿
 

源
重
之
 

脚
石
屋
縣
半
右
衛
門
 

弥
次
郎
兵
衛
と
喜
多
八

37親
小
楢
次
郎
吉

 
5

 

38土

枝

頓

益

56 

39横

山

忠

三

郎

57 

40ホ

下

藤

吉

郎

58 

4!成
瀬
正
肥

 
^

 

42川
上
貞

«
60 

43渓
騫
英
泉

 
6

 

44貝

原

益

軒

62 

45蓑
虫
山
人
(

土
岐
源
吾
)
63 

46雄

田

信

畏

64 

47俳

聖

梠

尾

芭

蕉

65 

48岡

田

将

監

66 

49秦

氏

67 

50畜

藤

利

水

68 

5!東
曜
英
朝

 
ゲ

 

52人
見
清
蔵
と
八
櫂
山
城

70 

53多
治
見
修
理
と
春
姐

 
7

 

54和

宮

72

土
并
武
夫
 

各
務
右
近
持
常
久
 

大
垣
埔
鉄
門
と
戸
田
家
 

佐
々
木
吉
兵
®

木
田
南
畝
と
A

軒
•

廿
軒
 

佐
良
木
尚
頼

播
土G

誇
：r

「小
島
三
郎
医
学
博
士
」 

歌川広重 

<

百比丘尼 

蓮如上人

三
井
弥
木
部
(

三
井
山
城
主
)

竹
睡
山
城
守
 

鈍
仲
全
鋭
 

梅
田
吉
三
郎
 

若
き
0
0
武
藤
痛
門
 

徳
川
治
宝

路
沼
宿G

各
家G

系
雄
 

四
月
か
/r

新
シ
リ
ー
 k

各
務
野g

人
物
往
来
〜
古
代
か
/r

近
代
〜
t
<

(;

t'ら
く
に
の
お
よ
M

}
①
村
国
男
依
ヒ

ai 

三
つ
の
村
国
娜
!|

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

L-
lit紀
後
半
、
各
務
原
 

i
部は三野国各牟評 

{

か
か
む
こ
、rNSN)

村
国
の
 

里と言われていた。そ

れはやがて美濃国各務

郡
忖
国
郷
と
変
わ
る
。
a-

ぅ
まで
もなく壬巾
の乱

で人海人皇子の腹心と

して軍を抬揮し、勝利

を
禅
い
た
W
1
男
依
の
出

益
で
あ
る
。

江
南
1(7村
久
野
に
も
村

国
郷
が
あ
っ
た
。
男
依
の

勢
力
範
囲
が
木
汚
川
を
挟

んだ対岸まで及んでぃ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

£
x
s
5
和
郡
|[|

市に王っ□
の村E

郷が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
男
依
と
 

S
が

し

た

 

折の本拠地と想定され 

て
い
る
。I

方
、
村
国
-K

墨

巍
{

鞠
還
町
)

、

再
務
お
が
せ

町
)

S
にK

依
を
祭
沖

と
し
、
村
国
：！̂
境
内
に

は
村
廣
が
ぁ
る
。

こ
こ
で
こ
の
秋
、
男
依

歌
舞
伎
が
1-演
さ
れ
る
。

市
制
施
行
fl十
周
年
の
節

H
に
ゆ
か
り
の
辯
で
の

歌舞2
務原の黎明

(

れ
い
め
い
)

期
に
傑
出

し
た
足
跡
巻
た
英
雄

に思いをはせながら間

SI壽
つ
こ
と
に
し
よ
ぅ
。



中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

蘇
原
-
c
l

li場
llrlに
あ
る

 

加
佐
55神
社
の
御
祭
神
の
 

:

座
に
蘇
我
#

|||3
石
川

臂
が
草
春
い
る
。

威
a倉

：：；

l
m

YI川
)#-c

 

は
蘇
我
一
族
で
、
倉
を
つ
 

か
さ
ど
る
蘇
我̂
と
出
身
 

地
の
地
名
'

 

大
和
山
山
と
 

河
内
-II川
を
名
字
と
し
、

S
善
で
あ
る
。

蘇
我
本
5X?家
は
、
蘇
我
 

稲
目
—
馬
子
—蝦
夷
—
入
 

鹿
と
四
代
に
わ
た
り
権
勢
 

を
振
い
、
こ
&
危
讀

禽
ぃ
た
^<:§<:

大

朽
天
皇
)
は
S
氏
の
分
 

断
を
図
り
、
'石
川
麻
M
の 

娘
を
相
次
い
で
き
さ
き
と

し
、
彼
を
味
方
に
し
て
、 

ク
ー
デ
タ
I
 
{

六
四
五
年

大
化
籍
)

蔑
功
さ
せ

た
。
そ
の
後
、
右
大

IP-と
 

な
っ
た
が
、
わ
ず
か
FH年
 

後
に
S
努
罪
に
問
わ
 

れ
、
S
の
山
m
寺
でc

 

害
し
果
て
た
。

こ
こ
蘇
¥
寸€
町
に
あ

I

S
U1が
は
、
M
 
麻X
一 

に
ょ
っ
て
編
さ
れ
た
と
： 

い
ぅ
伝
承
が
あ
る
。患
、一 

3
と
呼
ば
れ
、
彼
_
 

と
伝
え
ら
れ
る
小
山
H

雲

為

¥
る
。

こ
の
蘇
原
の
地
に
な
ぜ
一
 

こ
の
よ
う
に
M
麻
a
の
： 

伝
承
が
多
い
の
だ
ろ
う
。
.

|

蘇
原
寺
島
町
の
IIIm
寺
 

跡
に
'1
叩
の
Y.r碑
が
あ
る
。 

護
S
、
.大
i
:
 

1

 

(

ヒ
/.1;〇
)

、
芥
務
邵
に
生

ま
れ
た
r/で
あ
る
。

彼
は
、
わ
ず
か
十
藏
で

故
郷
を
離
れ
、
奈
良
の
元

興
寺
で
修
行
を
重
ね
た
。

そ
の
後
の
活
躍
は
1-1覚
ま

し
く
、
法
相
教
学
を
大
成

す
る
と
い
ぅ
®
^
V

/&し

遂
げ
、
僧
正
一
と
い
ぅ
地

位
に
雲
め
た
。

護
命
は
、
S
H
小の空

海
と
fi父
が
深
か
っ
た
が
、

i太
s
w
の
最
澄
と
は
火
乗

戒
堝
没
」'/.棉
想
に
つ
い
て

激
し
く
対
trし
た
。
諭
-TI-

の
結
果
、
'
I

叩
は
破
れ
、 

大
P
彝
職
す
る
決
意
 

を
し
た
。
K
後
の
M
を
 

f

続
n
本
後
紀
一
は
、
こ

ぅ
記
す
。
「然
り
、
而
し

1
S
W
揚

す
」
と
。

文
面
の
ま
ま
読
め
ば
、

「占
京
」
と
は
奈
良
の
都

で
あ
る
。
も
し
、
「故一一

©
揉
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
S
叩は41

務
邵
の
山

DJ寺
に
隠
;

njし
た
こ
と
に

な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

獎叩は元興か小培院で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
承
和

元
年
穴
三
四
)

、享
年

八
十
.71歳
で
あ
っ
た
。
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や

M

:
て
嫌
.r.t
或
朴
4
'-Inv

 
|

泛

今

そ

4
5
•
藤

東
路
の

宇
留
間
の
清
水
 

名
を
変
へ
ば
 

知
ら
じ
な
旅
に

辰
の
市
人

r1,■
来
よ
り
鵜
沼
は
-7-

留
麼
.

「
/.wi
と
も
記

さ
れ
、
®
迫
の
道
筋
に

あ
っ
て
多
く
の
人
®
が

行
S-多
4
地
柄
で
あ
り
、

また歌枕 <

和歌の題材

と
さ
れ
た
？l
prl
n

跡
)
の

地
と
し
て
都
の
a
族
た
ち

に
詠
臺
地
で
あ
る
。

室
町
時
代
に
関
，H
を
務

め
、
ま
た
当
代
随
一
の
学

矜
で
あ
っ
た
一
笨
遭
は
、

応仁の乱の戦火を逃れ 

Irr小から
S
S
S

へ
碑
開
し
て
 

い
た
が
、
文
明
ft年
二
 

M

七三K
七十二歳の

彼
璧
か
ら
美
旅

を
し
た
。そ
の

rfli録
が
「滕

河
の
起
で
t
。

残
念
な
が
ら
賺
各

務
麗
を
訪
ね
た
i

は
な
い
。
し
か
し
文
中
に

は
「美
濃
一
の
歌
枕
の
fl

所
そ
の
所
は
M
とも

知らねども、心に浮ぶ

串
ど
の
つ
い
で
に

か
蘿
め
侍
る
べ
しj

と

し
て
い
く
つ
か
詠
ま
れ
た

中
に
、
冒
頭
で
界
し
た

和
歌
が
含
ま
れ
て
ぃ
る
。

④
安
積
氏1

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

蘇
似
野
r-l町
に
、
伽
と
 

七3?

でE

ま
れ
た
屮
W
の 

館
跡
が
あ
る
。
こ
の
m
に 

伐
ん
だ
M
初
の
領

4--:が
,ffi 

だ
っ
た
の
か
'

 

書
き
記
し
 

た
も
の
は̂

T

た
ら
な
い
。

地
元
に
伝
わ
る
rr-話
に
 

f

お
し
し
さ
ま
」
が
あ
る
。

そ
の
屮
に
姦
氏
が
冪
 

す
る
。
安
槙
家
は
：
大
JII 

tie

ろからの行力％
 

で、
この館に入り庄屋 

として野
n

村を治めた 

家
柄
で
あ
る
。現
在
も
、 

館跡の隣に
0;.宅
？̂
る。

背
話
で
は
、
「お
し
し
 

さま」
は、自分に縁と 

ゆかりのある野口村を
M
し
渠
し
た
と
い
う
。一 

各務野の木Q

上にいた

と
こ
ろ
、
安
雲
迎
ぇ

c

宅
で
も
な
し
た
。

「お
し
し
さ
ま
」
は
'

 

こ
の
地
に
役
立
ち
た
い
の
 

で̂

^
八
攀
：に
迚
れ
 

て
行
っ
て
ほ
し
い
と
1
 

し
、
希
領
が
か
な
う
。
そ
 

の
後
、
野
n
w
i
か
に
 

な
っ
た
と
い
う
。

加
佐
養
の
祭
礼
で

は
、
「お
し
し
さ
ま
」
が
 

神
輿
?
」し
)
の
お
前
 

立
ち
を
務
め
渡
上
す
る
。 

そ
の

I.R-話
を
す
る
の
は
、 

ずっと野
a

村の人に限 

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。



⑥

前
野
将
衛
n

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

⑦
大
況
次
郎
_
 

左
衛
門
正
秀

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

S
謂
は
戦
国
時

代木3
の川並衆であ 

った。蜂
(
i
.ハ̂とは 

兄§
として活躍して 

い
た
。
彼
ら
は
、
尾
'isの 

人財閥生駒家の水迎の 

仕車をしていた。盗賊 

から船を守るため、早 

く
か
ら
鉄
砲
を
し
て
 

いた。もともとは野武
 

士
であ
ったが、S
腕 

は確かで、加担する側 

に勝利をもたら
•一^AJ

い 

われるほどであった。

彼
ら
は
、薄
秀
r^cが 

織m
信長に仕えたころ 

からの最占参の家臣で 

あった。—

.

改築

城
、賤ヶ岳の戦いにお 

け
る
小̂
^
の
夜
討40-i^

 

ど、秀吉軍には常に前 

野の姿ありと
'
::3

われた 

ほどであった。1r

 

は、三
-f:白石の知行を 

碍
秀
吉
の
重
臣
と
な
っ
 

た。その後—
功を上 

げ、豊臣秀̂
:

きの家 

老
に
な
っ
た
。し
か
し
、 

秀次が謀反の罪で
yj腹 

を命じられると、将衛

門
息
：t
叩
じ
ら
努
。

戦
国
と
い
ぅ
歴
史
の
ぅ
 

ね
り
の
中
で
、
！
士
か
 

ら
関c

の
_
に
ま
で
な
 

っ
た
波
瀾
{

ら
ん
)
万
丈
 

の
生
き
ざ
ま
で
あ
っ
た
。

戦国時代の武将、斉 

藤
III城
守
迫
-

一の配下の 

人で字留間
(

鵜沼)
城 

.4-:であった。爾
の
虔

といわれたほどの猛将

だったと伝えられてい

る。美濃H

との国境に

近ぃ近江国の上豪出身

で
あ
る
。

天文一±
二年二五

五
；一)
間一：！：

一
IIの
夜
、

11

藤
道
•

一
の命令で、
当

時
織

ITJ■
で
あ
っ
た
犬

[II

城
の
,'

I1,城
で
あ
る
宇
留
間

城
の
主
、
生
聾
{

遇

I
I
J
1

 •田
の
出
.M
*
ら
父

親
の
和
s
'rf
と
も

に
乗
っ
取
り
に
成
功
し
功

當として七
r
h

ほど知 

行しs
i
人った。

し
か
し
織
の
羌
 

襞
略
の
水
禄
七
年r

71六
四
)
に
犬
山
城
を
、

さ
ら
に
」,J-留
間
城
め

られて木下1
M
の調

略
に
ょ
り
や
む
な
各
吉

郎の配F
になったとも'

後には浪人になったと

も
い
わ
れ
て
い
る
が
籠

あり'
^

である'
*

Jaぅ
か
6Eわ
れ
る
か
の

戦
国
時
代
'

 

木C

川
べ
り

の
小
さ
な
城
山
T
置

で£
な思いで川の流

れゃ時代の流れをU
て

いたのであろうか。



⑧
伊
木
清
兵
衛411

 

忠
次
ヒ
藤
吉
郎
衾

^
中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ドd

人
の
個

眺めが密に似てい 

る
と
小
仏
IIIと
も
呼
ば
れ
 

る伊̂
^

の頂には戦E

 

時代に§
が築かれて 

いて城上はS
木の村 

K
 
(

むらおさ)
だった 

斉
川
M

IT1(
衛
の
ち
の
伊
木
 

消i
忠％
M
兵衛は 

帆掛船を油g

人生駒屋 

に提供して利泣をあげ

川
並
衆
の
眷
な
っ
た
。

I'i時
木
S
の
統
緯
 

は川並衆と呼ばれ、蜂 

須賀小六ほかの武L
。 

藤占郎と川並衆は来g

 

t

駒M
客
し
て
出
会
う
。 

遲
夜
城
は
藤
士
：郎と 

川並衆の協力によるも
の。
関
〇̂
吉
へ
の
逍
稈

は
供
虚
上S

窘

衛
と
震
土
人
澤
漆

.V:衛
i
務
野
の
川
並
 

衆
と
の
交
わ
り
か
ら
始
ま
 

つ
た
と
も
trえ
る
。

天半一一年二五八 

H
池i
人3

一城主 

となる。箏§
家老職は 

1
 稀

In-J十
1L年
 

秀吉の九州器に上井 

とともに夫#
秀吉が

以
養
に
露
を
父

と
W
T
と111:

つ
た
こ
と
も
 

ありi
の程がうかが 

ぇ
る
。
戦
0
の

111:、
後
に
 

姫路城
+.となったS
 

晝ぇた功績は偉大。

中山道鵜沼宿ポランティアガイド

想
六
の
i
は何
だっ
 

た
の
か
と
®
ヮ。

奉
二
年
i
八

ド
社
殿
)

を
現
在
地
に
遷
 

座
さ
せ
た
の
S
の有力
 

者
の
河
村
惣
六
で
あ
る
。

墨
の
理
由
は
謎
で
あ
り
、

社
殿
に
関
し
て
調
べ
、
興

味
深
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

娃
内
に
占
増
が
あ
る

と
^-わ
れ
る
こ
と
と
、伊

木
山
を
北
か
ら
眺
め
る
と

仏
が
あ
S
け
に
寝
て
い

る
よ
う
に
見
え
{

別
名
小

仏
山
)

、
そ
の
へ
ソ
爾

地
の
〇
地
苞
と
社
殿
、

金
縄
塚
古
瑣
が
一
S
上

に並んでいるのであ#
 

不思議なことに伊木 

山
の
へ
ソ
と
村
PI#
の

饌
叫
拝
殿
、付
S

墳公圃が 
一
に
あ
 

り、共に祭神は.大火明 

命
.

村国男依である。

また、社蔵の3
：

の棟

札
(

天
正
士
革
八
/-])

のぅちの一つには奉

励
,e
南
宮
大明
神村1

哲
と
あ
り
「村

lilの

文字が見られる。想六

は
村
国
撞
の
秦

一つ̂
^

縄
塚
W

墳
と
考

え
、
そ
の
線
上
へ
の
遷
沌

で
は
と
思
い̂
!

ら
す
の

で
あ
る
。
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元前渡坪内家家臣の家に伝わる火縄銃

獻ねエみ屯うill山道薇沼宿
梅^)

⑩
旗
本
坪
内
利4

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

«

>

 
.
1

旗
本
坪
内
氏
は
、安
宅
 

の
関
伝
説
の
富
樫
左
エ
門
 

の
庶
流
で
、
戦
国
時
代
始
 

め
頼
定
の
崎
靈
し
尾
 

張
に
赴
き
、
濃
尾
の
国
境
 

木
の
渡
律
を
S
に 

活
躍
、織
田
信
長
か
ら
重

用
さ
れ
、
勢
力
逢
す
。 

信
長
没
後
、藝
ひ
孫

蠢
纏
累
和
と

な
り
、

儀

f
lil 

に
閑
^
一方、
宗
家
前
 

野
M

康
は
、
関
白
秀
次
と
 

謀
反
一
味
と
し
て
秀
吉
か
 

ら
切
腹
±
npじ
ら
れ
る
。

そ
の
弟
で
坪
内
氏
を
名
 

乗
っ
た
喜
太
郎
利
定
ら
は
 

徳
川
家
康
に
迎
え
ら
れ
、

上
総
国
の
知
行
を
得
る
。 

長
安
切
疆
、
前
野
氏
に
 

従
っ
て
い
た
次
男
露

ら
三
子
も
関
東
に
赴
き
、 

関
ヶ
原
の
戦
い
に
鉄
砲
隊
 

五
丈
を
S
、
東
1
兀 

鋒
{

せ
ん
ぽ
ぅ
)

、
井
伊
 

直
正
に
属
し
親
子
五
人
大

き
螽
功
を
挙
げ
、
蠢

ょ
り
直
々
感
情
を
賜
り
、

■
に
取
拳
ら
れ
る
。

翌
年
、
濃州松倉を今：

S
栗
.

各
務
両
露
、

禄
高
{

ろ
く
だ
か
)

六
千
 

吾
三
士
二
石
を
拝
領
、

翁
郡
麗
に
璧
を

開設するが、慶M
十五 

年死亡する。

江：尸期を通して徳山 

郷と各務郡 <

那加、蘇 

原地
越
の
領
主
だ
っ
た
 

旗本徳山氏の初代は
1L

兵
籠
で
ぁ
る
。

則秀は、織山信長、 

柴
田
勝
家
、
前
111利
家
ら

に仕えたが、関ヶ原の

戦いでは徳川_
に従

ぃ
功
績
が
ぁ
っ
た
。
梁
、

直
参
旗
本
と
し
て
明
治
維

f
で
十
二
i
ぃ
た
。

特
に
三
代
I-Jの
市
政
は

江
尸
本
所
築
地
奉
行
に
就

任
し
本
所
、
深
川
の
都
市

計
画
通
め
立
て
、
堀
割

り
開
削
、架
橋
等
)

を
行

い
VJ:尸
の1
。

後
に
震
®
—

に
遷
し
て
い
る
。

ま
た
'

 

五
代
M
の
！̂
木 

{

ひ
で
い
ぇ
)

は
、
i
 

賊
改
方
と
し
て
、
盗
賊
H

老
蹲
；味
庭
す

るなど、池波正太郎氏

の小説「おとこの秘M

の主人公にもなってい

る。その他にも江戸期

域後の当主となった出

羽守秀堅
 
<

ひでかた
}

は歩兵奉行として二条

城を固め、将
の

入
京
に
伴
4
.鋒
f
勤

t
r
雷
残
る
郷

土
の
旧
3-で
あ
り
、
大
変

興
味
深
い
。



鼓み!^Ifa山道鶴沼宿
⑫
伊
能
忠
敬1

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

江5
代、近郊に優 

秀-fK

材をa
つけると 

養子に迎え入れて家督 

を継がせ、家の繁栄に 

っなげる潰がぁった。

t
塞

も
一
盡
年

今の千葉3

1
原町に生

まれ、十七歳で震

に養子に入った。

多くの馨

乗り越

え五十歳で家！：

i
る 

と、夢
で
ぁ
っ
た
「地球 

の外周
•

子午線一度 

測定のため、®
測量 

天
文
方
高
橋
至
時C

 I)

 

の弟子になる。

五年後、露
許
可

を得ると！̂
地へ第一

溢
*
に
向
か
い
、
三
次
 

ま
で
で
仕
上
げ
た
地
図
は

大
変
秦
き
と
と
も
に
要

人
に
認
た
。
そ
の
 

後
は
、
f
の
特
命
と
し

て
豐
蠢
し
養

努
が
得
ら
れ
て
ぃ
る
。 

特
に
、
第
七
靈
は
、 

I

行
十
七
人
が
鵜
輩
 

陣
譯
家
に
宿
泊
、慕

特
命
の
f
である。 

本陣桜井家にも、当時 

の様子を記録に残し、 

今に伝える古文書があ 

つた。この桜井f
文

書
は
叢
1
の
測
量
H

記
と
の
対
比
な
ど
、
昔
を
 

知
る
貴
«
^
9
^
で
ぁ
る
。

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

道
部
鵜
VG地ドの

tl

台にあるつつじが丘 

E

地とそのドに広がる 

鵜
沼
眄
町
と
の
斜
面
に
、

露
水
路
の
跡
2
)

 

が
残
っ
て
い
る
。
疆
藩

の
家
老
の
一
人
m
.
x

如
ai

(

じ
ょ
、兄
)

が
開
か
せ
た

も
の
で
あ
る
。
地
元
の
古

S
今
で
も
^
み
や
み

ぞ
"
と
呼
ん
で
い
る
。

如1

i
美濃のM
張領

を1

M
す
る
北
地
響
所

{

大山栢)
の代表を！；

めてぃた。抒務野台地

を
水
田
に
し
よ
う
と
企
PI

し
、
明
治
て
.

年
、
大
安
寺

の
ド
の
洞
に
新
池
天
安

3
)
蠢
さ
せ
た
。

水路は羽場地区から 

さらに四へ約四•
五キ=
 

1
¥
$
し
た
。
し
か
し
 

索堀りのため水漏れが 

激し
く卜分な栗がで
 

きなかった。i
は廃

蒲
霞
や
如
SI-の死によ

り三年でS
した。

i

水
路
は
益
，」たが貯

水
池
は
そ
い
ま
ま
残
り
、

新しい水路によって現

論

®
襲

1

業
用
水
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。たみやみぞ

み，$
き
あ
と
に

議
滅
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武田耕雲齋が宿泊した中山道鵜沼宿にある本陣跡

中
口山
政 道鵠 絹

沼 
宿 
ボ

!♦ 5；
財' 丁

5

⑮
武
田
耕
雲
斎

•-VjCTp

｛公衫樹｝レ）

W
木
の
水
；-*油
で
は
恍

春

保

.r
派
が
i'j
.zし

て
い
た
が
-
¢
1
 

力
を
 W
 

ろ
と
、

^
A

III 

w
-l-.
f

命
は

r'i職
を
.

j!i放
さ
 

れ
た
.

波
は
懷
炎
派
の
，人
 

§
に
，
.'1
流
し
、
総

犬

-Ivl

と
し
て
擠
必
の
志
を
-
§

社

に；み
1
め
、
ド
人
を

M
え
る5

.

勢
て̂
^
;
0

を

山小
fil;へ
I'']か
っ
た

«

)(■/は̂
泳
に
.人
佝
党

jo
rM-s
命
を
出
し
た
が
、
対

1C.し
た1i

滞
て
は
数
n2の

小
f
:
い
？
他
—

き
：
i£'
'lr2
s
/
r
 

う
か

か
う

f'I[度
Aiっ
た
ヒ
い
う

/Jt
rc年
二
八
」0

レ
-
/
1
;
 
-

—
;LH
•太
 g

..•J

 

:
J
 

主
.d

'f:—
 /
1
、
つ

\
|

ノ

 
.
.
f

 
V
I
 

✓

 

'

 
.

た
'

W
-';-命
は
本
陬
に
?

rf 

5

し
た
か
、
そ3
際
i
 

,.^を
邱
'11<-1
き
0

-7~
し
て
 

い
る典

：：方
叫
に
多
く
の
：中

勢
か
：2

ち
f
て
い
る
こ

と
を5

っ
た■

 

,
u
耜

川̂
'

IT',ろ
と

一

 
—

'|'|ん
/,

0
;
^
i
u
 
^

深
い

111!--を
越
ぇ
.
越
前
|<;!

^::

に
人
っ
た
と
こ
ろ
で

•

ffi
l.̂
'.'AV
K
容

と

す

^

c

f-lr
lfj:4

の
総
攻

 
に

触
れ
加
£
^
に
降
(;;、
翌

-
H
H
M
S
^
W
n

?
ん
し
:*5
れ
た
.

.个礼に念仏を
,,n

x-なが 

ら村人たちに教え&
)A 

めていった。

訪れた人々
には六字 

^
z.,"'

の印刷したものを 

f
から授けたといぅ。 

「南無H
弥陀仏」の六 

,1.

 -^Vr-T

の
木
版
を
紙
の
-
^

 

から押すと一度に一;:̂

 

く
ら
い
叮
っ
た
と
伝
X.る
。 

大伊木の播"一

講、伊

忠
=
S
K

での修M
、

朽
!!--
#

な
ど
れ
務
野
で
の
 

足
跡
は
多
い
。
錫
杖
L

 

や
く
じ
よ
う
)
を
携
え
て
 

の
k
人
の
巡
f-fを
た
ど
り
 

伸
人
な
；；̂
を
し
の
び
た

檐
ケ
以
間
山
と
い
ぅ
大

謹
成
し
た
燦
上
人
 

■

 

L
八
.

一
年
、
71
1''!も
fl'l

h
 を

！！

^
し
て
'«:

||1登

山
Jnの
闡
恙
ド
に
鉄

鎖
を
つ
け
る
な
ど
。
上
人
 

に
と
つ
て
は
'

 

¢
111が
修
 

行
の5r

で
あ
つ
な
 

I

方
で
、
念
仏
fT苒
で
 

あ
る
1-人
は
H
地
に
念
仏
 

$

教
を
し
て
歩
い
て
い
る
。 

H
務
野
に
も
人
保
の
初
め
 

こ
ろ
訪
れ
、
卜
人
の
t

Mi

はへ/
の
H
窟

忠
.
U

衛

隊
の
人
り
：！よ
り
虎
松
 

；it

の£-
に
あ
っ
た
ょ
ぅ
た
。

-
K
D
ら
ソ
バ
粉
$
 

で
か
き
、
も
っ
ぱ
ら
一
心

各
務
野

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
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L慶応四戊辰正月官軍 
赤報隊布告

赤報隊印鑑►

ァコ

本
陣
桜
井
家
文
W
に、 

「赤
報
隊
印
鑑
(

いんか 

が
み
ご
と
「慶
応
四
戊
 

辰正
：：：
.

U

軍赤報隊布 

告
が
あ
る
。

赤
報
隊
と
は
鳥
羽
伏
見
 

の
戦
い
の
勝̂

f
路
 

俊
戈
ら
二
卿
i
立
し
て
、 

結
成
さ
れ
た
「官
：4

先
鋒
 

墜
で
あ
る
。
一
番隊長
 

に
任
命
さ
れ
た
1
:
;
 

は
、
鎮
撫
(

ち
ん
ぶ
)

総
 

ef:ホ
の

U1J方
を
進
み
「年
 

M

半
！J
を
掲
げ
、
中
山
 

道
を
1
し
勤
上
|
^

を
 

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
鶴
沼
宿
で
 

帰
洛
命
令
が
出
さ
れ
た
。

輩
減
が
政
府
に
と
っ
 

て
不
發
：に
な
っ
た
こ
と
 

な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
.

U

1
鋒

議

f
ぅ

ど
名
い
)
と
名
塞
め
'

 

さ
ら
に
肇
し
ニ
ニ
月
一

=
:
1
で
籠
_
 

を
迎
ぇ
た
。
審
は
集

隊
を
「偽
i
n

Jfで
あ
る
 

と
し
、
S
S
わ
せ
ず
、

賽
人
を
M
r
u

た
。

その後'
 

相楽の孫に 

あたる木村
ft太郎らの 

i
m
g

の
喚
願
に
よ
り
、
天
 

iu.の
即
位
式
の
HU日
昭
和
 

三̂
-

月
h
z
l
M
(

せ 

っ
ぇ
ん
}

さ
れ
、
靖
国
神
 

社
に
ま
つ
ら
れ
た
。

⑰
永
井
肥
前
守
 

尚
服

中山道鵜沼宿ボランティアガイド

閲
ヶ
原
戦
以
後
、徳
 

川
絡
府
の
叫
の
'&1と
し
て
 

篇
さ
れ
た
の
が
岐
S
 

納
城
で
あ
る
。
城
上
は
奥
 

■f、

人
久
保
、松f

 

p
m
)
、 

安
滕
と
抒
わ
り
、
*k

lff六

平
(

一
L-
/L六
)
に
水
ル

|«陳
(

なおのぶ
)

が武

藏
E

vr槻
潘
か
ら
移
封
し

て
か
ら
は
、
六
代
に
わ
た

つ
て
水
ル
.i
納
f

治
め
た
。
六
代
永
Jl'-尚
服

{

な
お
こ
と
)

が
藩
U
の

こ
ろ
に
I
y
I
治
を
迎
え

る
。維

新
後
は
v;-
fr
n-祝
に

厳
し
くt

問
を
受
け
る

が
、1
 
i
;

1.7人
を
鵜
沼
•

太
田
.

伏
 

U

そ
し
て
御
-
■

を
-

--yる 

た
め
に
/',？し
,'

I',し
た
。
家

米
た
ち
も
*

地
豪
を

，
げ
た
よ
ぅ
で
あ
る
。

そして明治：兀
年
(

一 

八六<r

尚服は謹慎

が
解
け
る
と
、世
の
動
き

に対処するために；̂

少務を問：勿化する蒲政

の
改
つ
°

II
ま
ぐ
る
し
く
動

木
か
らi

讓
の
厳
し

い-—

1
岐
穿
加

納
城
f
 f
S
I

服
の
生
胙
も
ま
た
波
札
に

S
た
も
の
で
あ
っ
た
に

^
力
し
な
し

#
 叙̂印

瓠



_娜中 ⑩

祟市

? 郎

_言！邊
本
名
加
藤
靱
作
(

けん 

i
。
—

IX年
二
 

八
八
二
)

、
稲
葉
郡
大
，2

 

村
(

現
在
蘇
原
人
島
町
)

 

で
屯
ま
れ
た
。
農
村
歌
碑
 

S
盛
ん
？
地
柄
で
育
 

つ
た
こ
と
も
あ
り
幼
少
の

時
ょ
り
歌
舞
伎
を
好
ん
だ
。

1
 
小し、歌

舞伎役&
に弟子入りし

て旅1
1
4

しながら修

3
代を過ごした。

人
JJ-:元
年
二
九
ニ
ー
)

、

兄
弟
7-で
も
あ
っ
た
市
川

八：白M
 (wf)

から市

川
.，H
十
郎
の
芸
名
を
も
ら

ぃ
受
け
た
。

そ
の
後
、
雲

f
、

i
で
は
方
®
麗

映
両
で
演
じ
、
舞
台
f

ill 

と
組
み
ftわ
せ
て
速
M

il] 

と
い
う
；in力
あ
る
新
し
い

ぶ
®
いて<
1
 

し
た
。
「全
国
II!
俳
優
M
 

立
大
-sm
の屮で；1

に
位
ts付
け
ら
れ
、
歌
舞

算
の
大4

它
な
つ
た
。

旅
公
演
で
M

郷
し
たr

新
境
川
堤
に
ソ
メ
ィ
ヨ
シ

ノ
の
苗
$
贈
。
S
意

思
を
継
ぎ
、
現

f!-:は
rl卜

郎
桜
の
名
で
親
し
ま
れ
、

「P
本
さ
く
ら
s
m
tl
ip

に
選
ば
れ
、
歌
舞
：̂

lli”
百
151

と
と
も
に
打

民の誇りである。

⑱
は
だ
か
武
兵

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

<t中
III迫
鵜
沼
の
宿
 

に
§
(
と
い
、異
存
が
い
 

た
。

ふ
ん
ど
し
一
つ

の
裸
で
丈
虜
だ
っ
た

が
酒
好
き
の
乱
S
で
宿
 

を
追
い
出
さ
れ
$
迫の
 

駕
籠
{

か
ご
)

人
足
と
な
 

ってf
を
«•来
し
て
暮
 

ら
し
て
い
た
。
あ
る
^
 

I
s
中
で
S
UIに 

住
む
仙
人
と

IrfJ描
し
兄
弗
 

の
緑
を
結
び
、
疫
病
退
散
 

の
秘
伝
を
授
か
っ
た
。
そ
 

の
後
、
ど
ん
な
flr病
人
で
 

も
成
兵
が
行
く
と
た
ち
ま
 

ち
に
治
る
と
,!
^F
tJJに
な
り
 

遭
の
®K
に
な
っ
た
。 

あ
る
時
参
勤
交
代
で
さ

る
B
善
っ
た
大
朽

の
®
様
が
熱
病
に
か
か
り

S
還
く
し
た
が
病

は
fflく
な
る
ば
か
り
。
う
 

わさをg

い
た
爾
か
武
 

兵
を
誓
入
れ
た
と
こ
ろ
、 

n
で
害
た
と
い
う
。

殿様は、たいそう
B--ん 

で.褒美を：IV

ようとし 

た
が武
ic-は
『私はご131!

 

の
通
り
の
醫tr

何にも 

い—
せん」と断った。

現
在
$
川
市
に
「は 

だ
か
齊
の
碑j

が
建
っ

|

 

て
お
り
健
康
を
願
う
人
た

■

 

ち
の
参S

が
絶
え
な
い
。：

 

果たして実在の人物か？ 
^ 

:大@
代
の
話
で
ぁ
る
。

I



柳猫一）

上253?

. '

mmmm港宿
⑳
福
沢
桃
介1

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

坩
力
.T-と
呼
ば
れ
た
桃
 

介
は
、
0
本
の
夜
明
け
'

 

S
と
近
代
®
M
す
 

明
治
兀
平
に
竊
家
の
•

一 

力
と
し
て
誕
卞
•

。
艮
じ
て

慶
応
鐘
で
；$

沢f

兄
込
ま
れ
薄
/

■

人
箱
、
米
 

M
留
卞
。
そ
の
後
、
諭
*

萎
と
結
婚
し
た
。

留学の地で、これか 

ら
の
！I

気
の
irf妨
件
を
確
 

CT
水
速
、水
«:に
お
い
 

て木曽川は水力発電に 

S

適な条件—

てお 

り、桃介は中部の宝は 

$
と
言
っ
た
。

賤母S
所
靠
め
に

匕
力
所
の
発
蒙
義

中
で
矣
井
屬
は
n

本
初
の
ダ
ム
式
業
所
で
一
 

あ
っ
た
。
]:4
V
は
W
腓
を
 

極
め
、
ま
た
関
奕
蕾
一

に
ょ
っ
て
ff八#

に-*

った。その困難を共に一 

受
け

1.1-.め
た
の
は
川
上
貞I

墓
で
あ
っ
^

木S
は•
一人にとって一 

特別で思いの強い場，
 

である。昭
和
.::.一年、実

|

 

楽
界
を
'-

JI返
。
同八年鶴一

B
m

奪
町
に
桃
光
管

：

 

照
-#蠢
が
—
する。I

卜寸の問播者には福沢桃：  

介
、
川
上
ty子
と
あ
る
。 

そ
の
triに
は
体
調
を
册
し
 

上一一

年
、
—

で1
。一

浅茅生の 

各務が原は 

群
れ
て
XIJる
 

秣草干草 
真熊手にかく

(

山
i!!—
ll'I前
.

i
l
)

木
曾
川
の
 

す
ぎ
に
し
舟
を
 

追
ひ
が
え
に
 

松
の
落
葉
を
 

踏
み
つ
善
来
し

{

小

の

蓮
)

1.1-:岡
/'規
の
門
人
と
な

り
、
デ
ラ
ラ
ギ
」
の
削

r-IJに
携
わ
っ
た
C
短
歌
、

敗
文
、
小1

の̂
^

を
発
展
さ
せ
た
'

 

以
編
小
説
|7」
は
、 

s

Ivi文
-?•の
先
駆
け
と
な
 

る
作

.'.r',で
、
歌
M
様
に
厳
 

し
い
111然
へ
の
製
刀
と
 

パ
に
人g

へS

深
い
8
 

が
い
か
ん
な
く
 f
れ 

て
い
る
J
f
rJん
だ
風
 

k
と
；1
び
つ
い
て
い
 

る
と
思
わ
れ
る
：.

S
を
病
み
、
健
康
M
 

m
s
s
 

に
、

,;/?[
 13を
す
 

げ
が
さ
わ
ら
じ
と
い
ぅ一;

装
で
旅
を
し
、
こ
の
地
に

為
れ
た
。

彼
を
し
の
ん
で
'

 

S

の
歌
碑̂

I

れ
て
み
て
は

い
か
が
た
ろ
ぅ
か
'



(§)大
谷
刑
部
吉
：

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

J
M

を党悟しつつ三成の！S  

屯に組した刑部は小1

•

 1- 

川秀秋の裏切りに滅ぼ 

される結末となった。 

刑-部と三成は.i
い 

B
い時から秀吉の供 

uflり
と
し
て
忍
城
攻
め
'

 

小
ra原の北条攻め、朝 

鮮出與などで数々
の戦

雲
げ
た
。

刑
部
は
関
ヶ
原
当
時
m
 

篤
な
ハ
ン
セ
ン
病
に
冒
さ
 

れ
輿
(

こ
し
)
に
乗
り
C1 

軍
を
指
揮
し
た
が
善
戦
か
 

な
わ
ず
討
ち
取
ら
れ
た
。 

側
近
の
湯
浅
:-
fc助
に
、
絶
 

対
に
敵
に
分
か
ら
ぬ
よ
う

命
し
死
出
の
饌
に
赴
ぃ
 

た
。
刑
部
は
越
前
敦
S
 

主
と
し
て
城
.

>

の
雲

一義とした施策に努め 

領民の人父も2

かった 

と伝えられている。

鶴沼の卜3

刹
(

こさつ)
 

大安寺にはいかにも歴 

史蠢じさせる刑部の

義
が
残
氣
て
お
り
、

関ヶ原戦で生蠡った 

_
たちがこの地に先 

机代々
の生を得たもの 

と思われる。また刑部 

は人気武将のコンテス 

卜に毎宝位にランク 

されている。

@
吉
田
松
陰1

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

%
.

■
，''一

 

*

®
、
_
1
 
竿.

上：田松陰は文政十—:年 

{

一八三〇)
、長州萩の 

下級武J
冢M
まれ、 

後に§
家
_
子とな 

つた。I
一
歳
の
咬
藩
 

土毛利敬親の前で『武 

教全f
講義して才 

能を認められ、藩
歸
 

範$
防掛を歴任'
 

ま 

た各地を遊学し兵学や 

海防を学んだ。：:|:二 

歳の̂
朿北遊学のた 

めに®
し、松陰は藩 

十の身分を失うが、ぉ 

よそ一年の謹慎を経て 

潘の許可を5T

江戸遊 

学の旅に出る。

そ
の
時
の
_
『癸
丑
 

遊
歴
s
に
は
、
鵜
沼
 

か
ら
う
と
う̂
!
上
る
こ

ろ、太EH
蕃
所
の
役
 

人
福
棄
と
山
会
い
、対 

岸
か
矣
S
亀
み
岩
 

尾響の碑文を
M

て作 

舒
の
お
国，11¢!

を
か
ら
か

つ
た
な
ど
屋
が
あ
る
。I

この旅の後、浦賀に 

来航した米E

艦隊を
h

 

の当たりにした松陰は'
 

西
洋
事
知
る
た
め
密
 

雙
止
て
る
が
歳
し
た
。一 

安
政
五
年{一

八
五<}|

 

老屮暗̂K

止てた罪で 

投獄され、翌年江戸で

書
れ
た
。
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御野國各牟郡中里戸籍（A断簡） 
宮内庁正倉院事務所所蔵

5逢

鏡
右
衛
門
尉
久

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

f
の
乱
(

三
三
)

で
の
戦
場
は
、
尾
張
と
美
 

濃
の
国
境
で
、
木
曾
川
沿
 

い
の
摩
免
戸
箭
渡
で
 

^AJ

な
っ
た
。

し
か
し
合
p

Htr夜
の
ぅ
 

ちに上流の大井戸の渡 

しで朝廷軍が大敗した 

と
聞
く
や
、
摩
免
戸
の
朝
 

廷
軍
は
矢
*
^
つ
こ
と
も
 

な
く
京
都
へ
と
逃
げ
帰
っ
 

て
し
ま
っ
た
と
「吾
_
 

に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
 

ろ
が
、
美
濃
の
侍
大
 

右
衛
け
は
こ
 

の
場
所
に
と
ど
ま
り
、
そ
 

の
姓
名
を
旗
に
書
蠢
い
 

岸
に
立
て
た
。
「臆
病
の

雙
臺
秀
版
と
-

緒

の陣にいたために、思 

い通りの八-a
をとげる 

こ
と■dv-^

れ
て
し
ま
つ

た。穩
この上もなし」 

と叫んで自殺したと伝 

えている。

今、前渡の渡しを®
 

む矢熊山にf
の乱の 

供養塔が立てられ、毎

5
ハ月には、鍵
祭が

地元で行われている。

多く馨
の
中
に鏡右

ハに祭られて

いる。後世に語り継ぎ 

たい郷土の人物である。

※

来
馨
「各務野の

人
讓j

辱

參

。

東大S
S
院に勅 

封で残った文書の一つ 

が
大
宝
二
年
 <

七〇二
)

 

の
御
野
国
韋
郡
屮
里
”

籍
で
ぁ
る
。

戸
籍
な
ど
を
記
し
た
公

文
iffは
一
定
期
間
が
過
ぎ

る
と
払
い
下
げ
ら
れ
、
束

大
寺
で
は
写
経
を
す
る
た

め
の
K
紙
と
し
て
再
利
ra

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
各

4f

 In

 
屮
 ET

 

は
 0
fr:の
 

R
/JI

四
市
場
の
辺SUJ

考
え
ら

れ
て
い
る
。

戸籍の_
の部分に

「少
領
務
IK七
位
h
各
牟

勝小枚
(

すぐりおひらご

と苦名がある。少領と
は
簡
の
役
職
の
一
つ
で
 

あ
り
、
地
//で
—

推
 

限
が
強
い
立
場
に
あ
り
、 

B
と
は
違
っ
て
任
期
が

無
く
、
占
墳
時
代
か
ら
の

31

造
な
ど
の
地
方
泉
族

の
藝
で
あ
っ
た
。

こ
の
？r
t
s
*5
IH
ITil

造
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
位
が
正
b
位
上

で
、
こ
の
！f

名
ょ
り
前
に

3dさ
れ
た
国
司
ょ̂
^

位

が高い。これは壬申の

乱
(

六
七
：一)
で
村
1

-17}

依
ら
と
と
も
に
戦
っ
て
何

ら
か
の
戦
功
，奉

i

果
、
商
い
位
を
授
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。



級ね驗魏中jk道鵜獅

と伝えられている。一： 

十三歳で出家
li行を
*:

上
人
の
彫
っ
た
：̂
は

円
空
仏
と
呼
ば
れ
て
'

 

庶

民
の
中
で
生
龜
け
て
い

る
。
そ
の
表
情
は
、
慈
愛

にf
溢
れ
て
い
る
。
上

人
は
関
太
田
に

を
多V®

し
て
お

り
、
修

fj-の

置

る

。

昨
今
、
円
空
上
人
は
円

空
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
、
庶

民
の
心
を
f
で
い
る
。

円
妻
は
/i
禄
八
年

二
六
九
五
)
閲
市
弥
勒

寺
近
く
の
長
蠢
で
人

考
六
卜
四
歳
で
あ
っ
た
。

@
円
空
さ
ん
ヒ
 

各
務
原1

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

i
?
-!1

円
空
肖
像
画
(

千
光
寺
蔵
)

S：

空上人は、S
尸時 

代
に
n
^
セI
K
i

f?し
、 

その生涯の中で十：一万 

体もの仏像を彫ったと

言われている。仏像が

北
S
海
道
か
ら
西
は
、

近畿地
//まで広く現在

に残っている。各務原

S
にも三体が現存し

て
い
る
。
ど
こ
で
、
ど
ぅ

やって制作したのかは

定かでないし、文献も

存在しない。生まれた

羽島内には、六十体あ

ま
り
が
保
rTさ
れ
て
い
る
。

円
空
h
A

の生涯は、

今
の
羽
 3

市で草水九年

(

一六三二)
に卞.
1

•
I
九は、
i
二 

八年に近i
に̂
^
、 

-!:[-小都の相M
寺で修行を 

SB

んだ禅僧である。同 

時に身につけた漢詩文 

の学芸では、抜きん出

た
多
^
^

一
四
六
し
年
に
は
兌
都
 

で
応
仁
の
乱
が
起
き
、
多
 

く
の
文
S
が
戦
乱
を
逃

れ
1
め
S
へ
籠
し
 

た
。
零

、®
寸
(

七

宗
)

、
禅
f
 

I
な
 

ど
を
経
て
聾
親
担
 

雙
に
返
っ
た
。 

集
九
は
、
鵜
沼
に
定
住
 

す
る
こ
と
を
決
意
し
、
居
 

宅
を
兼
ね
た
—

無
M

、
越
を
承
一
守
に
近
い

VI'f 

水
淺
の
近
く
に
4£て
M

 

S
な
.
/

L

III文
学
の
讒

裏
け
た
。

果
九
の
雙
は
、江戸 

城
4-:太
s
i
i
を 

受けるほど秀逸を極め

た
。
究
は
、

1
 

證
尸
城
へ
赴
任
し
た

が

-'f
の
暗
殺
に
ょ
り
 

i
へ
舞
い
戻
っ
た
。

_
の一̂
からは、 

多
a
の
h
師
器

1111(
も
て
 

な
し
に
使
)nす
る
土
器
)

 

が
出
;±-.し
て
い
る
o
n

時
、 

1
頭んで盛大S
 

が行われていたことを 

州̂
さ
せ
る
。

⑳
万
里
集
九

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド



山道鑛涵宿
総缺郷^>)

⑲
猿
尾
堤
ヒ
亀
^
!

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

木
§
流
れ
は
沿
線
の
 

fj-
Jtvlに
大
き
な
恩
恵
を
運
 

ん
で
き
た
が
、
時
に
は
大
 

き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て

惠
。特に江戸釋

に人っ 

S1て
か
ら
は
M

張
の
IF.力
に
 

d
ょ
り
築
堤
も
,1，

L'.ぅ
に
任
せ

i

ず
、
災
3
義
に
集

中
し
た
。
そ
ん
な
11!猿
 

のM
の
ょ
ぅ
に
川
の
蚩
 

下
流
に
InJか
っ
て
延
び
水
 

勢
を
弱
め
る
「猿
M

堤」 

堤
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。 

観

lju渡
西
町
に
残
る
猿
M
堤

は延
M

二八9
3

に及ぶ

■^^5

の
で
、
rlg
 

促」と
も
呼
ば
れ
る
が
、

證
は
、
靈
権

大
蒙
—

釋
し
た

後
侍
従
と
な
っ
た
。
明
治

—

fa?
?
s

に
も
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
鉄
舟
だ
が
、
文
久
 

三
$
-
±

隊
の
取
f

し
て
、
将
5
豕
茂
の
先
供

で
の
上
洛
の
際
鷓

S
露
れ
た
。
二
早

九
日
に
武
藤tm

衛
門
家
 

で
昼
食
、
三
月
士
ハ
日
に
 

坂
井
S
右
衛
門
家
で
宿
 

泊
と
あ
る
。
ま
た
そ
の
十
 

八
年
前
父
の
高
III赴
任
 

に
同
行
し
た
で
あ
ろ
う
少
 

年
鉄
太
郎
の$3

を
行
 

喜
が
し
の
ば
れ
る
。

こ
れ
は
S
に
大
き̂
^
 

を
K
し
た
加
納
城
の
®.姫
 

に山-
！̂'

る
C

 

龜
姫
は
徳
川
®
の
娘
 

で
あ
り
、
舊
六
年
、火
.

 

奥
'r'信
n
と
と
も
に
加
納
 

城
に
人
り
絶
人
f
で 

i
!lll
r-w
 
人
の

財
源
)
が

,/
X.ら
れ
て
い
 

た
。
街
の
じ
ゃ
じ
ゃ
W6 

で311

か
ら
f
れ
て
い
 

た
ょ
吝
が
前
渡
の
人
々
 

に
と
っ
て
は
S

-Xで
あ
る
"

 

今
、
禎
W
堤
周
辺
は
浄
 

水八®
と
な̂
^
と
緑
の
 

楽
lilと
な
っ
て
い
る
が
、 

S
陰
に
は
こ
う
し
た
先
 

人
ら
の
i
あ
つ̂

㉘
山
岡
鉄
太
郎

逢

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

藻
七
年
{

一八一壬〇

 

旗̂
^
野
§
衛
門
の
-7- 

と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
、 

靈
郡
代
と
な
っ
た
父
と
 

と
も
に
乾
一
一
年

か
ら
七
年
間
S
で
幼
少

霊
ご
し
な
 

剣
•

禅
•

書
の
零
、

号を鉄舟と称し、勝海 

所高橋泥舟とともに 

幕末の三舟の一人であ 

る。
-S
尸無血開城を成 

功させた勝と西郷隆盛 

と
の
会
談
はiS-w

り
に
も
 

有名だが、それに先立 

ち西郷と会見し基本条 

件を整えたのは鉄舟そ 

の
人
あ
る
。



㉚
長
繩
八
左
術

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

覆

S
餐
俗

文化財各務の舞台符 

困座)
は、市内各務地
 

区村一—

S

内にあ 

る。
この村国座誕生の

功
労
者
が
碧
の
庄
屋

を
勤
め
て
い
た
K

縄
八
左
 

で
あ
る
。

江”時代末期村内で 

芝
店
小
屋
の
建
設
iH-両が 

持ち上がつ̂
:

'"i時の 

各';

は@
領であつ 

たため、村
W

の木を切 

る
た
め
に
は
の
許
可
 

が必要になった。

そ
こ
で
八
左
衛
門
は
慶
 

応
二
印
(

一
八
六
4S江
 

戸
へ
叫
か
っ
た
が
、
齧

で
上
単
ば
の
ま
壽
 

死した。加
え
て
葉
の
 

混
-S1も
あ
り
建̂
計
画
は
 

一時中断した。
し
か
し
 

八左衛門の遺志は村人 

に受け継がれ、世の中 

が落ち着いてきた明治 

六年に着T
、同
卜
年
穴
 

二
)
に—

た
。

そ
の
後̂
^

の
大
修
理
 

な
ど
を
経
て
、；£乍

月
 

に
は
地元̂
1
による 

歌
舞
伎
の
h

演
な
ど
、八 

ゼ
衛
門
の
功
績
は
1
に 

至
る
ま
い
て
い
る
。

先
人
の遺

せ
し
舞
台
に
 

蝉
し
ぐ
れ

㉛
春
日
局

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

i
0

本
名
は
、
斉
藤
福
。
父

斉
藤
利
：—は
、
謹
の

斉藤氏の一族で、明i：

 

光秀の
M

臣。母
•

安は

H
.
U

通の娘。十七歳

で
襲
雲
後
妻
と
な

る
。
夫
•

正
成
は
、
秀
吉
 

の
命
に
よ
り
小
早
川
秀
秋

の
謹
と
な
る
。

関
ヶ
原
合
戦
時
、
小
¥• 

川
取
に
寝
返
ら
せ
る

事
に
成
功
す
る
も
、
秀
秋

と
対
立
し
た
た
め
、
致
仕

を
決
意
、
5K国
の
美
濃
に
 

戻
っ
た
。
末
弟
が
修
行
す
 

る
汾
陽
寺
に
近
い谷

：：

郷
 

へ、
そ
の
半
年
後
に
は
美

HI

蒙
籠
山
忖
に
蟄

居
(

ち
っ
き
ょ
)
す
る
。 

お
福
は
当
時
一
±
'

處
。 

三
人
の
母
と
な
っ
た
二
十
 

六
歳
のr
離
婚
と
い
ぅ

f
と
り
、
竹hm
将

早
i
の
乳
母
と
な
る
。

遵
か
ら
讀
案
ね
、

時
代
の
波
に
爾
片
(

ほん 

ろ
ぅ
)
さ
れ
な
が
ら
も
、

響
胸
に
秘
め
、
し
た
 

た
か
な
猛
力
と
邊

状
況
判
断
に
よ
り
、
江x

城
人
奧
に
特
別
義
の

権
勢
社
会
を
確
立
し
た
。 

「存
R
e
と
は
朝
廷
か
 

ら
賜
わ
っ
たS
である。 

郷
土
が
S
る
一
人
と
い
 

え
る
。



_ 級ね^道
©
堀
田
正
睦
ヒ

鵜
沼
宿
 <一|

中山道鵜沼宿ボランティアガイド

襲
年
二
i

四
月
八
nl老
中
堀
田
備
 

史
寸
正
睦
(

ま
さ
ょ
し
}

は
、

霧

譽

る

。

ハリスとの口米_
 

通商条約黯に対する

朝廷の勒許を得るため、

二月五日のh
京以来'

実に二力月に及ぶ工作

A
らず失意のJ
に 

江戸へ帰ることになる 

のである。その後この 

条約が大老井伊直弼に 

よって葬のないまま 

独断で讓されたこと 

に比べ、いかにも正睦 

の実直な人柄が彷彿 

{

ほうふつ
)

さ
れ
る
。

岡0
ハ治は：八五〇 

年、M
.
U

川
•

今
川
•

津 

衍
の
.

二川に一

まれた 

の小吏4
 

保
村
の
庄
M

の 

家li

生
ま
れ
る
。

河川は大きな恩也を 

も
た
ら
す
一
/7、度
々
洪
 

水の馨を引き起こす 

こと̂

\

年時代に1
。 

,1!

分の村を$
か<
#
 

るために日夜考えた結 

果、将棋形堤防や控え 

堤防を築く i
c
鑑
 

用水を宛成させ、さら_ 

に総延
±4一上ホ％
の各 

務用水とい
-

又
卜
木
1: 

¥■

を成し遂げる。あと
一
つ
気
掛
か
り
な
の
が
、 

洪
水
時
で
も
め
に
な

-
i
全
に
渡
れ
義

■
る
こ
と
だ
つ
た
。

あ
る
^
Q
宅
前
の
H1 

水
路
に
木S

枝
か
ら
蜘
蛛
 

紫
に
絡
ん
だ
枯
葉
が
一
 

枚
水
面
上
を
滑
つ
て
行
き
 

つ
戻
り
つ
しているのを
 

見
て
ひ
ら
め
い
た
。
つい 

に
一
九
〇
〇
年
川
の
両
;li 

に
柱
を
V/.て、鉄
線
と
滑
 

屯
®
つ
た
r
l

ra式
渡

船
麗
を
裏
。前
渡
 

の
渡
し
妻
む
企
一
六
—
 

余
力
所で採
用
さ
れ
る
が
、 

一E

年
六i
で死去 

す
る
。将

ffim
疋にこし入り 

した篤姫の名をはばか

り
、
初
名
JH篤
を
箸
す

る
あ
た
り
に
も
そ
の
気
配
 

り
が
ぅ
か
が
わ
れ
る
。
し 

か
し
、$
苜
座
と
し
て

蹇
の
霧
厚
か
っ
た

正
睦
も
将
軍
継
麗
で

将
軍
の
意
図
秦
切
れ

なかったこと皇り失 

脚する。傷心の正睦が 

本陣桜弁家に入ったこ 

の
日
鶉̂
®

は
、
ともに
 

工作にあたD
た川路聖 

謨
{

と-
^
ら
)

らが入 

宿したことなど本陣以 

S
一 干
四
軒
が
：f
 

し
て
受
け
入
赴
と
い
ぅ
。



鼓ね^^M道鵜i召宿
㉟
御
石
屋
 

縣
半
右
衛
門

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

<|

■;-;
■
 .
パ

ス
.

?
^
裘

|?'

鵜
沼
の
縣
氏
は
、記録
 

に
ょ
れ
ば
、
忠
正
の
兄

lli 

本S
元
和
元
年
二
 

六
 

一S
大
阪夏の陣で

討
ち
死
に
し
た
£
、
弟

の忠$
右衛門—
が

i
と
改
姓
し
て
お
り
 

一̂
の
®
^
W

X-る
。

還二年二六五六
)

 

に一̂
衛門は和泉国□
 

根
村
(

現大阪府)
から 

鵜0
に移「て来て•心 

[.:を営んだが、享保の 

こ
ろ
(

一七一六〜三六)
 

縣
家
は
犬
I

 1-1城
の
専
属
石
 

ェ
と
な
っ
て
坂
切
に
 

居住し鵜沼叫町に石切

黨

ってぃた。

M0
t

-fcl'の
鵜
岩
は
、

加H
が難しいが風化し 

に
く
い
S
が
あ
り
、
JS

ぢ
石
橋
な
ど
に
加
|:、

譽
れ
て
い
た
。

文¥
年
二
八
云
)

lli

乃
御
s
s

JTrへ
出
し
 

た*5

に^
衛門 

の名がある。現i
 

衛門の名がある作品は 

随所に見受けられ、岐 

草市東別院の井一尸枠、 

江S
前S
M
陀_
 

の

ど

の

 

ほか、各務ぉがせ町の 

薬
•土院の屯篋H
降 

に
「犬
!II御用
石
X

縣半 

右Msw」

がある。

㉞
源
重
、之 
^

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

.
i
c
s

大皇の勒命で編さんさ 

れ
た
「後
拾
造
和
歌
渠
」 

の中に次の和歌が収録 

さ
れ
て
い
る
。

東
の
方
へ
ま
か
り
け
る
に
 

う
る
ま
と
い
ふ
所
に
て

蠢
に

こ
二
を
う
る
ま
と
 

いふことは 

行きかふ人の 

あればなリけり

作者の源m
之
笙
年
 

末詳〜一〇〇〇年頃
)

 

は平安時代®
の歌人 

で、清和天皇のひ孫に r

た
る
0

 
な
ど
 

地
//の
-I4-M
を
！̂
し
た
 

のち、九
九
五
年
萇
徳
 

元年)
以後は陸§
に下 

つて同地で没したとい 

う。： 一±
ハ歌仙に名を 

連ね、H
人
：H
に
為

の
S
が
あ
る
。
彼
の
歌
, 

に
は
旅
の
歌
や
不
遇
S
一 

く
も
の
が
多
ぃ
。

冒頭の和歌が_
に一 

鵜沼で詠んだものか不一 

明である。しかし束_
一 

へ
向
か
う
述
屮
に
あ
る|

 

「う
る
ま
」
と
い
う
地
が
、

|

 

人が多く行きかうにぎ一 

やか宝地柄であった一

と
！̂

るにfv-

な
い
。I



級ね茨我よ#應山道IS涵宿

各務野にK
る
霞
 

に
鼠
(

ねずみ)
小僧次 

郎吉の話がある。「い

ろはS
とい、i
屋が

あった。その主人は旅

人をi
n

しては金品を

奪ぅ苹X
であっな

そぅとは知*!'^'

一人

の娘が宿泊した。その

娘を災難から救ったの 

が旅の僧であっな 

後に娘は江戸の奉公 

先で盗みに入った泥棒 

を見て驚いた。各務野 

で自分を助けてくれた 

あの僧であった。今に 

■
る鼠̂
^

でぁる。

鼠小僧次郎吉は実在
し
た
人
物
で
あ
る
。
江
尸
 

時
代
、
大
s
f
に 

百
回
以
1:も
盗
み
に
入

り
、
盗
ん
だ
金
は
三
千
両

以
上
と
い
ぅ
。
天
保
三
年

{

一
八
三
二
)
つ
い
に
捕

ら
え
ら
れ
獄
門
に
か
け
ら

れ
た
。
こ
の
と
き
三
土
ハ

歳
で
あ
つ
た
。

盗
ん
だ
金
を
蔓
人
に
 

ば
ら
ま
：，た
こ
と
は
無
か
 

つ
た
が
、
人
を
傷
つ
け
る
 

こ
と
も
無
か
つ
た
と
い
わ
 

れ
て
い
る
。
心
優
し
い
泥
 

棒
、
旅
の
途
中
に
各
務
野
 

を
迪
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

鼠
®
の
碑
は
各
務
原
公

再
近
に
建
っ
て
い
る
。

|

ク
@
鼠
小
僧
次
郎
吉

M
中山道鵜沼宿ボランティアガイド

a
 

S ©
弥
次
郎
兵
衛
ヒifl

 

喜
多
八
^

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

静
岡
出
版
 

十
返
舎I

九
の
会
 

「古
文
調
現
代
訳
 

続
膝
栗
毛
第
二
部
」か
ら

"

杆
務
野
と
弥
次
•

喜 

多
初
め
て
wiい
た
と
い
 

ぅ11

者
も
多
い
の
で
は
な
 

か
ろ
ぅ
か
。
と
こ
ろ
が
、 

束
i
—

作
衣
 

卜
返
舎
 

一S
:
一人に 

帰
り
道
は
$
道
を
通
ら
 

せ
て
い
る
。
こ
れ
が
木
曽

麗
膝
電
で
あ
る
。

加ieiif

つ
た
二
 

人は新加納の立場で人 

道
'JSを
見
た
あ
と
各
務
野
 

を
束
へ
向
か
っ
た
。
途
中
 

で
馬
//の
§
に
乘
せ
ら
 

れ
鵜
沼
.s
ま
で
の
約
束
で
 

@
を
傾
け
て
し
ま
う
。

こ
の
あ
と
八
/1
は
飛
脚
 

に
声
を
掛
け
ら
れ
、
話
の

弾みでa
けん気の
-

一人 

は
®
と
競
走
す
る
こ
と
 

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
夢
 

屮
で
走
っ
て
い
香
名
に

s
i
を
通
篇
ぎ
、
—

丁
 
(

約一%)

ほ
ど
と
い
 

ぅ
か
ら
現
在
の
fYr
池
辺
 

り
でSii

の
こ
と
を
思
い
 

出
し
、
競
走
を
そ
っ
ち
の
 

け
で
鵜
沼
宿
ま
で
逆̂
り

す
る
靈
。
い
や
は
や

襲
營
い
ぅ
か
。

二人が江戸へ戻った 

の£!

出発してから二十 

®
だったそ

各務野を 

駆
け
る
弥
次
雲

春がすみ



道鑛i召宿ね鎌避扇山道顧宿』
鱗^

㉚
土岐頼益 
<

逆

中山道鵜沼宿ボランティアガイド

L

岐
—

早
射
 

羌
漉
网
第
六
代
守
護
で
、

{

藤
中
T--城

軍
)

を居所とした。—-岐氏 

は消和源氏の一流で、 

上
岐
郡
に
土
着
し
卜
'
-

IU- 

紀ぶ頃に、土岐といぅ 

箸
^
;

字に名のった。

室̂

^
楽の功績 

で'
 

室町時代を通じて 

守護とな

り
二
^i

の
こ
ろ
に
は
、

美
濃
•

墨
-

伊勢三ヶ

国の-
;|7一

として、幕府 

にm
きをなした。しか

し、
強
大
蠢
大
名
を
 

嫌
う
霞
策
に
よ
り
四

代
i
は
謀
反
(

む
ほ
ん
)

の
疑
い
で
除
か
れ
、傍
流
 

の—

—

i
 

のS
が3
1

1
の
時
代
縷
岐
 

一
族
議
が
S
、守
 

護
代
？T
藤
氏
の
台
雲

すことになつた。

このころよ-
名
時
代
 

に
頼
益
達
'小に撰し、 

笑堂常听を開山として 

応
永
二
年
(

一
？!九五)
 

鞠沼に大安左を削迸し 

た
。現在'

 

人
專
に
は
頼
 

益と.；̂
代汽滕利水の 

供養塔が一緒に並び建 

ち、鵜沼の町全
PJ台よ 

ろしている。

©
横
山
忠
三
郎
^
!

中山道鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

横
山
忠
三
郎
は
f
元
 

年
(

一八四A
尾
張
藩
 

木
S
奉
S
山
芳
三
郎
 

の
四
男
と
し
て
生
1
た
。 

五
歳
の
時
に
大
S
窺
 

蘇
奕
島
SXの
横
山
勘
 

助
の
養
子
と
な
り
、
十
七
 

歳
か
ら
旗
本
役
人
と
し
て
 

勤
め
た
が
、
三
年
後
大
政
 

奉還で武士の時代が終

わ
暴
に
戻
っ
た
。

明治-H

二年i 介8
有 

志ほかの各務用水発起 

者に加わりi
二十 

羅
三
月
S
に3
 

ヒ月待望の各務用水完 

碣
二十四年四月各務 

W

水
麗Q

全工事が完
成
し
た
。
そQ
用
水
隸
 

は導

二トキロに及び、 

議
{

かんがい)
受益 

面積は七慕
余りにな一 

った。同年卜月一A
口午前 

六1
、釐
大地

震発生<
 

この地震は水 

路の亀裂
•

破壊など.：兀， 

成間もない各務用水に：

矣
き
な
打
蕾
与
え
た
。.

二十七年、前年
に
続j

 

いて干ばつがぁるもの一 

の'
 

各務用水&
内
はs
 

平$
の収穫を挙げそ 

の輦が確認された。 

横山忠三郎の碑は浄

令
晨
内
に
あ
る
。



@
木
下
藤
吉
郎

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

m廬
木
下
滕
參
織3

(,!

艮に
(|:{
2

し、
一人前の 

武将に出世したことは 

ょく知られている。

戈
濃̂
f

滕家の騒動に 

乘
じ
、
2
ょ
り
_
鵜
 

沼1
の先£
を授かつ 

た。永碌ヒ年二五六©
 

信長の配下となった松 

倉城ょり川並衆を大動 

H
し
伊
木
III城
、
頼
沼
城
 

を攻略した。加
$
ま 

での
m

畑
、収穫商まで 

調査の
h

、S
領に機 

材
兵糊
を蓄ぇ、瑞龍寺 

山にひそかに兵を入れ 

火炎攻撃に出た。

別励隊が稲范山の硝
煙
S
藍

：図
に
坪
内
 

党
に
加̂
;
案
®
さ
せ
、

辰

の
 i
hvrな
it

地をf
した。
ここか 

ら
擢
S
を厳
m

に見 

張らせ、翌永碌一S

S
藥
—

水
の
T-

ょ
り
：番
乘
り
で
攻
略
、

響
収
め
た
。

予̂
^

学げその名を 

令国に知らしめた短肋 

間の出M
の裏には、約 

束は命に掛けて守る気 

概があった。藤
-,-^

郎が 

再
ん
で
私
財
を
投
じ
出

111: 

し
た
こ
の
baか
ら
「K
 

払い」の言葉が流行し 

た
と
い
う
。

A

©
成
瀬
正
肥

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
イ
ド

犬
III城
は
天
文
六
年
 

{

一
五
三
七
}
こ
ろ
、
織
 

田
信
康
{

信
提
の
叔
S
 

に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。 

本
能
寺
の
変
で
震
が
倒
 

れ
た
後
の
激
動
の
中
で
、 

元
和
三
年
二
六
一
七
)

 

幼
少
の
頃
-
^

i
に仕

ぇ
た
S

露
家
の
家
臣
、

成
瀬
正
成
が
初
代
の
城
上

と
な
り
、寶
十
•

一年二

六
〇
七
)

従
五
位
下
「隼
 

人
正J

に
叙
任
さ
れ
る
。 

そ
の
％
代
に
わ
た
り
成

1
城
奮
t
。

i
の城i
成
瀬
JE肥

が
nn治
維
新
を
迎
え
る
。

正肥は、安
政
二
年
(

一
八
五
〇
に
M

張藩
f'J'家

墨

L1L縫
養
子
と

な
り
、S:
一
年
に
人
III城
 

に入城、翌
屋
の
死

去
に
ょ
つ
て
「隼
人
正J
 

に
仟
せ
ら
努
。

正肥時代はs
i
 

の
混
—

ぁ
り
、
M

'M

藩
と
議
に
と
つ
て
は
 

調整が厳しかつたょぅ

だ
が
、
！I
E
.
P

威
け
、 

M
州
出
兵
'

 

證
の
調
整
 

な
ど
に
釋
的
に
閲
わ
る
。 

鐘
に
太
政
官
政
府
側

に
tr.ち、犬山藩知事が

最
後
の
公
職
S
わる。

鵜
沼
か
ら
f
近
い
城
の

主
で
あ
つ
た
。
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@
川
上
貞
奴

中山道鵜沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

明
治
■

人
正
•

昭
和
の
 

激
動
の
中
、
川
h
M
.

郎
、 

福沢桃介らの協力を得

て
幾
多
の
才
露
花
さ

せ
た
川
上
貞
奴
は
、
海
外
 

公
演
で
遺
成
寺
」
な
ど
 

に
出
演
し
、
H

本
の
女
優
 

第
一
号
と
言
わ
れ
て
い
る
。

攀
生
は
、初
恋
の
人
 

電
力
-T{桃
介
の
パ
ー
ト
ナ
 

I
と
し
て
：|

留
野
に
住
み
、 

大
井
ダ
ム
な
ど
の
建
設
に
 

EJ'献
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

夢
で
あ
っ
た
議
エ
場
、

川
上
絹
布
を
設
立
し
て
社
 

長
と
な
る
。

昭
和
-
:

雲

 1

が
悪
化
k
:
小へ帰ると、

残
£
た
M
は
思
い
出
 

深
い
木
汽
川
べ
り
の
鵜
r^f

毫
講
に
、製
萬
 

靈
盡
て
る
。

向
か
い
に
は
同
八
年
'

S
しS
て
い
梟

明
T.の寺に桃介と1
 

の
i
入
れ
た
桃
溪

雇
寺
蠢
、
同
'
-

卜

i
 ?Ir

熱
海
 

の
別

4.1-で
11-く
な
る
™
1?• 

年
七
h

4
 

貞照寺_
の霊殿 

に一対の石造りの羊に 

守
ら
れ
て
い
る
。
今
-
^T

時
豪
し
S
う
に
大
 

井
ダ
ム
を
暑
永
遠
の

眠
り
に
つ
い
て
い
る
。

江
戸
時
代
簡
の
&

肚 

fl

で美人画を得意と 

しているが、名所絵で 

も
知
ら
れ
！■木
'

r-T-海
道
六
 

十九次e
全
七
士
枚
 

中二卜四枚̂
®

いてい 

る。そ
の
：枚に木ae

 

の左岸、犬51

越しに 

鵜沼の.
®

眺
め
た
「頼 

沼
ノ
驛
従
犬
III遠
^
が

ある。
一番の議は中

央を流れる木曽川をベ

口
藍
(

紺青)
と呼ばれ

る
W

洋
の
塞
又
れ
、

深
み
の
ぁ
る
奐
口
ぃ
に
な

つ
て
い
る
こ
と
。
ベ
ロ
藍

を
01っ
た
絵
は
®

飾
北
斎

が5
だが'
 

英泉が先
と
い
ぅ
説
矣
る
。

こ
の
作
品
は
：一ーー年ほ 

ど
S
P
TXさ
れ
た
「木
 

曾
路
名
所
図
含
(

秋里 

離&
著)
の
抑
絵
「犬山 

針！
：t^;」

の一部分の 

構図が類似しているこ 

と
か
ら
、英
泉
は
鵜
沼
を
 

訪
れ
る
こ
と̂K/

余#
に 

し
た
と
い
..
2,當
あ
る
。

、rJJ

ぅ
#
一里塚から

三
?|5
あ
ま
り
下
る
と
鵜

S
犬山城などを一

望
で
き
る̂
^

が
あ
る
。

も
し
奮
に
訪
れ
た
の

であれば渓斎英泉が見

逃すはずがないと思わ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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©
蓑
虫
山
人
 

(

土
岐
源
吾
)

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

江
；尸
時
代
木
網
安
八
 

郡
に
生
ま
れ
S
 
{

み
の
)

 

虫
山
人
干
岐
源
S
は
 

十
四
歳
の
と
き
思
ぅ
こ
と
 

が
あ
っ
て
放
浪
の
旅
に
出
 

る
。
そ
の
後
、
M
崎
で
は
 

H
高
鉄
翁
{

て
つ
お
ぅ
)

 

に
南
画
.

文
人
'

llljiの
手
ほ
 

ど
け
て
い
る
。

i
山
人
は
L1本
全
国
 

を
放
浪
し
た
_
家
で
、
明
 

治初期
には前渡東町付

近
S
在
し
、
S
3

は襖絵
を
'

 

付
近
の
鹿
家

な
ど
i
n
め
て
多
く
の
絵
 

が
残
さ
れ
て
い
る
。

-3当
の

Ftl来
は
本
 

人
が
絵
画
迫
H.二
式
を
背

負って歩く姿が？R
虫
に
4

似てい
ることから付け 

ら
た
と
い
ぅ
。
一説に 

は本人
が『哀
忠
と
称
 

していたとも伝わって 

い
る
。

K
虫
III人
は
.

；H

由
を
好
 

み、旅
先
で
S
われる 

ま
ま
に
描き、庶
K

の中 

の
I11IJ家
と
い
わ
れ
る
。
後

に
寒
は
、
民
族
学
や

考
占
学
に
も
興
味
を
.
'

小し

i
の
発
掘
鏨
や
論
文

を
発
表
す
る
な
ど
多
//一

で
活
躍
し
X
物
で
あ
S

 

前
渡
の
地
に
£«虫
III人
 

の
足
跡
が
あ
る
こ
と
は
あ
 

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

@
貝
原
益
軒

中山道鵜沼宿ポランティアガイド

n

原益軒は、江戸時 

代初め頃の本草学者.
 

S
である。福岡藩 

L

で
あ
っ
一
代
藩
 

1--:の怒りに触れ
L-年問 

の
浪
人
生
活
を
送
っ
た
。

1

.

代潘上に許され藩医 

aj

してS
し、，一の
m

 

i:

を
母
っ
に
な
っ
た
。 

歴
ui学
竹
•

地理
学
&

で 

i
った。蓄
に
は
「養

生
P
がある。
この中 

には、現在にも通じる 

心身の健康法が述べら 

れてぃる。

それでは益軒はこの 

地域とどんなつながり 

があるのだろうか。益
S
个
N

を
M

遊
-
^

祈 

に'
 

この地に立4

^
り 

次のょっに述べている。 

「職沼の内のはずれょ 

り広き野ぁり。各務野 

と
い
う
広
さ1

 :一

申'
四方。 

この野にE1

なし。唯 

3
のみ¥
」

このことから、各務 

股台地は、江i
 

は酸性の強ぃf
土 

で̂
^

の栽培には適さ 

ない荒地であったこと 

が分かる。突際、W
水 

が引か&
療
S
の 

開
拓
が
曾
「たのは明 

治に人ってからのこと 

である。



@
織
田
信
長

一J
 
中山道鵠沼宿

役S
束
i
織 

田
町
.

信
M
町
が
あ
り
、

織
W

奠
S
もある。

斎藤革との戦いの̂
 

信
長
軍
が
手
力
雄
に
 

火矢を射かけよぅとす 

ると霧が立ち込め、信 

長の手足の，M由が零わ 

れた。信長が罪を詫わ 

び、手力雄大神に参拝 

すると！r が晴れ、手足 

の自由がK
つたといぅ。 

_
十年二五六七)

の龍興を追放し、美濃 

を支配して大下統一を 

目
指
し
た
。同
年
十
n
 

手
力
雄
神
社
に
『禁制判

物
S
L
棄

S
あ

ん
ど
)

し
た
。
そ
し
て
、 

草
む
ら
の
各
務
野
でT

白 

町
歩
一
那
加
地
rx大
半
}

 

を
布
進
し
た
。
後
世
発
展
 

し
た
那
加
地
区
が
C
E
M

を
 

し
の
ん
で
町
名
に
し
た
の
 

で
あ
る
。

永禄八
年
鵜
沼
城
の
大
 

澤
氏
を
従
え
た
Hf
fsM
 

は
伊̂5

に
登
り
伊
木
M
 

i
 
(

後s

姫
路
城
の
家
 

老
)

か
ら
山
宇
の
ト
ロ
ロ
 

汁
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。 

ひ
ょ
う
げ
踊
容
し
、
気
 

さ
く
に
歓
談
し
英
気
を
瓷
 

つ
て
東
美
濃
を
攻
略
し
た
 

と
い
わ
れ
て
い
る
。

©
俳
聖
松
尾
芭
蕉

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

jpp:

裏
3

1

r
.

、か
く
志
る
も

喰
〈ば
喰
は
せ
よ

き
く
乃
酒

桃
青

元禄時代#
^

占する 

文人芭蕉は一：S
鵜沼 

の地を訪れている。M

初は貞享二年、
ir-ざら

し
3
^
!

の
途
次
脇
本
陣
坂
 

井
邸
に
宿
泊
、
.

回
R
は 

貞
享
五
年
苦
®
で
鵜
 

飼
を
楽
し
ん
だ
後
、
坂
井

邸
に
管
り
、
「湯
の
水

泡
立
つ
ゃ
蝉
の
¥
と
詠

ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
犬
Lli鳴
海
等

を
回
り
名
古
屋
に
滞
在
後

八
月
八
日
こ
ろ
鵜
沼
に
戻

a

冉
び
坂
井
邸
に
泊
ま
る
。

こ
の
時
求
め
に
応
じ
て
ク

ス
ノ
キ
の
硅
化
木
(

けい

か
ぼ
く
)
に、
「ふ
く
志
る

も
哦
へ
ば
喰
は
せ
よ
き
く
 

乃
酒
桃
青
」
と
彫
り
つ
 

け
た
。
こ
の
硅
化
木
は
長
 

年
の
風
雪
に
耐
え
今
も
脇

本
陣
の
前
庭
に
保
存
さ
れ
 

て
い
る
。
{

桃
青
は
当
時
の
 

芭
蕉
の
俳
号
)

一一□
後
の
 

十

i
i
ち

feii級
 

釋
の
旅
に
赴
ぃ
た
。

翌
元
禄
二
年
三
月
朿
北
、

北
陸
へ
と
旅
立
ち
、
結
び

の
地
大
垣
ま
で
の
六
百
余

里
を
弟
子
曽
良
と
と
も
に
'

五
力
月
間
か
け
て
踏
破
し

て
書
き
上
げ
た
名
著
「お

く
の
細
導
を
残
し
：
兀

禄七年十一n
旅から

旅の生涯を閉じた。
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中
山
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沼
宿
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秦

氏

.，含

醜織屯被_道鵜諷
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-«
lt
i:r
 
!
«.省

;-.1.
:

5
S
 

食
:

1
や

.■•■ 
-
*
f
4

ぞ
s
”
 
,
u
:
貧

 1
4

i
s
ハV
:
ぺ‘ HE

:•.幾

馨

あ

る

。

初
代一:

LU将
監
は
、
岡

Uls
ln-IT
し
あ
つ
)
で
 

あ
り
、
永
禄
元
年
{

一
JJ; 

2
か
ら
寛
永
八
年
二
 

六一：二
)
の
人
で
戦
国
武
 

将
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
 

初
期
に
は
、
美
濃
国
の
旗
 

本
•

美
濃

I-KI代
.

,

n-芙
濃

郡
isS
め
た
。

尾
張
国
生
ま
れ
で
織
出
 

3¢!

に
仕
え
た
と
さ
れ
る
。 

佐
々
成
政
に

11:{
目
す
る
が
、 

お
家
改
易
に
ょ
る
浪
人
を
 

経
て
、徳
川
家
康
に
仕
え
 

る。
慶
曼
年
の
関
ヶ
原

の
戦
い
—

l

?n 

正
1
戦
功
1
げ
る
。

徳
川
S
のU
粕
が
厚
 

く
、
治
水
苹
行
と
し
て
御

E

捉
遷
の
際
議E

 

側
の
エ
ヂ
最
し
た
。

.i

代
ra岡
LU将
監
は
、 

一:

tti善
政
 <

よ
し
ま
さ
)

で
あ
る
。賣
十
年
1

か
ら
延
宝
七
年
一
七
し
)

 

の
人
で
、
江
戸
時
代
初
期

の
震
楽
で
あ
っ
た
。

父善同の跡を継ぎ、美 

濃
M

代
-(̂
後
に
奉
〇
 

と
な
る
。

1
 

;

一年8
)

、洪 

水に伴う抛防築造によ 

り猿M
堤を編み出す。 

一岡田は科務原ゆかり 

の人物である。

奉
(

は
た
)

氏
は
、
朝
 

鮮
處
の
南
5R部
か
ら
n

 

本へ来た*
<
で
ぁ
る
。 

遭
朝
の
迫
民
と
い
ぅ
説
 

皇
る
。
記
.

紀
』
には、

応
神
朝
(

二
七
〇
〜
三一

0
S
に
杲
文
植
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

秦
氏
の
本
拠
S
山
背
 

国
寮
都
南
部
)

だ
が
、 

一
族
の
分
布
はi
 

各
地
に
及
ぶ
。
彼
ら
は
'

 

農
耕
を
中
心
に
様
々
i
 

業
の
勃
興
に
:£3献
し
た
。 

雲
姓
氏1H

八
一
五

年
)
に
よ
る
と
、
秦
の
民

は
一
万
八
霧
七
—人

と
$
で
あ
る
。
秦
氏
は
、

政治の表脚台にこそ登 

場しないが、そのi
 

では絶大な力を振るつ 

た在地的十朶氏族のよ 

ぅ
で
あ
る
。

庚
S
郡
で
は
、
：御
 

野M

各
牟
郡
中
里
人
-1?威
 

年
：：

一籍』
{

七
Q
一年)
の 

中
に
「秦
A
の
名
を
J7i 

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

古
岱
W
S
霞
査

で
出
十
し
た
瓦
の
な
か
に
、 

「秦J

と
読
め
そ
ぅ
な
漢
 

字
が
認
め
ら
％

各
務
郡
に
は
他
に
も
各
M 

務
氏
な
ど
の
渡
来
人
が
人
 

植
し
、
先
進
技
術
を
駆
使

し
て
聾
み
せ
た
。



©
斎
藤
利
永

中
山
道
鵜
沼宿ボランティアガイド

織
'

八，
-

室
町
時
代
の
武
将
•

美 

圈
の

|
る。

守
護
は
±1岐
氏
が
代
 々

勤
め
て
い
た
が
、
京
に
い
 

る
こ
と
が
多
I

'

た
め
代
理
 

と
し
て
美
濃
国
の
国
政
を

熟
ビ
て
い
た
。

二
ち
か
ょ
り
)

 

はf
 

二
年
ニ
ニ
ニ
ー
)

 

の
焚
の
乱
で
鵜
；S

の渡 

し
で
戦
っ
て
い
る
。
二
代
 

目
親
利
{

ち
か
と
し
)

は 

一井山に住んでいたと 

い
わ
れ
て
い
る
。

利
永
は
一
代
：2
、守
護
 

土
岐
i
の
執
権
と
な
っ
 

て
い
る
。
こ
のr
持
益

挙
か
九
歳
で
あ
っ
た

£
に
利
永
が
力
を
増
大
 

さ
せ
て
い
っ
た
。
持
益
は
 

後
に
人
安
寺
川
沿
い
に
承
 

国
寺
^
て
た
人
で
あ
る
。

i
の
嫡
識
が
¥•

く亡くなったS
に他 

家
の
土
岐
成
頼
{

しげょ 

り)
を八代守護に推し 

た。成頼は十五歳、さ 

らに権力を強めて守護 

上岐氏をしのぐ力を持 

つょぅになった。

永禄R
年
二
四
六
Q
 

五十：一歳で没した。.！7  

護持益の父蛸益が建て

た
大
奪
に
頼
董
(

に

二人並んで静かに眠っ 

て
い
る
。

中山道鶴
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「か
か
み
野
の
風
土

産
業
と
人
物
」か
ら

束陽英朝は加茂郡八
 

百
津
町
の
生
ま
れ
で
、五 

歳
の
？
M

都
の
天
龍寺

の
-K
岫
(

ぎ
ょ
く
し
ょ
ぅ
)

の
下
で
仏
門
に
入
り
、1H

江f

せ
っ
こ
ぅ
)

にf
だ
。

才
能
に
優
れ
、京
都
の
僧

侶
が
教
え
を
求
め
、英
朝

の下へ1
った。

英
朝
は
、
領
主
で
あ
っ

た尾張の衆^
定

に招かれ一四九九年、

L-土
一
歳
で
少
林
身
の
開

山
と
な
っ
た
。
英
朝
は
死

の
間
際
の
一
五
〇
四
年
、

八
a
-

卜
_1日
「偈
(

げ
)j

=

漢
詩
で
釈
迦
の
徳
を
た

た
え
、
教
え
を
述
べ
た
も

の
=
を
作
り
、
翌
H
に
は
 

(

ち
ん
ぞ
ぅ
)

の
「讚

(

さ
ん
ご=
僵
の
似
藝

に
意
味ある

：："

暴
を
S
い

た
も
の=

を
作
っ
た
。
二

十
四
n
に
は
ii偈
{

ゆ

い
げ
ご=

辞
tHrの
漢
詩=

を
残
し
て
辛
b-歳
で
他

界
し
た
。

少林寺に伝えられて

い
る
「少
林
無
孔
笛
(

む

く
て
き
ご
に
は
「.梁
pJ

=

衆
に
示
し
て

I--Iく=

と

いぅ言葉が随所に出て

く
る
。
こ
れ
は
英
朝
が
、

各務原の人々
に法話を

語り諭していたことに

な
る
。



㉝
人
見
清
蔵
と
0
 

八
幡
山
城
 <1

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

蘇
原
伊
吹
町
周
辺
に
は

「城
嫌
束
膳
^

屋
倉
」
と
い
つ
た
字
名
が
 

あ
り
、
八
S
城
が
あ
つ
 

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。 

八
幡
山
城
は
、
加
佐
美
山
 

と
そ
の
山
麓
を
取
り
巻
い
 

て
流
れ
る
境
川
を
利
用
し
 

た
で
あ
つ
た
。 

今
で
も
加
佐
美
山
山
頂
で
 

は
、
小
規
模
な
曲
輪
や
切
 

岸
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

八
#
城
と
ぃ
愚
は
、 

か
つ
て
加
佐
霜
を
八

響
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
 

に
よ
る
。

永
禄
の
こ
ろ
、
こ
の
八
 

幡
山
城
に
は
、
人
見
清
蔵

城
i:と
し
蚤
ん
で
い
 

た
が
、
斎
滕
Ba興
に
ょ
つ
 

て
城
を
落
と
さ
れ
滅
ぼ
さ
 

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

人
S
蔵
が
ど
の
ょ
2
 

城
を
造
り
、
ど
の
ょ
、3
 

人
物
で
あ
っ
た
か
を
伝
ぇ
 

る
S
は
見
'1!た
4
い。

た
だ
'

 

清
蔵
の
子
孫
か
 

一
族
と
思
わ
れ
る
人
見
清
 

次
の
書
状
が
、八
峨
>
0

茄
 

佐
美
神
社
)
に
納
め
て
あ
 

り
'

そ
こ
に
は
義
三
二
 

五
九
四
年
)
二
月
、
清
次

が
八
響
に
：不
£
分

の
：h地を寄進したとあ 

る。新しい史料の発見 

が待たt

3)多
治
見
修
理
と春

t
_

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

作
1
汰
料
.

\
cr

>

 Fir

猿
啄
(

さ
る
ば
み
)

城

の
三
嘗
(

十
八
震
)

の多治見修理。水緑八

年、織田侶K
柬力濃攻

略のため、いよいよ猿

#

城に兵'
平にて迫つ

た。多治見修理は守り

切
れ
ず
と
見
て
f
の
林

神
4-:裔
に
城
を
預
け
、 

t

起
を
懸
け
る
と
rrい
残
 

し
、
北
方
よ
り
i
を

梟
し
落
ち
延
び
^

も
と
も
と
:1-.岐
氏
の
家

臣
で
あ
る
上
10の
寝
e

を

かいて奪い取った城で

あ
る
(

卜克上
)

。それ

で̂

f
を
中
心
に
必
死

に
応
戦
す
る
が
、
っ
ぃ
に

水のチを落とされ、全 

吏浮き足だった。修理 

の長女の#
姫は文武両

道
に
優
れ
城
兵
供
に
「FI

頃
の
口
程
も
無
い
」
と
げ

き
を
飛
ば
し
、
従
ぅM

PH丈
S
き
S
長
刀

を
か
ざ
し
'

 

阿
{

あ
)
修

羅
の
ご
と
く
屬
、
信
長
 

塞
心
れ
客
し
た
。

し
か
し
_
と
ば
ら
ば

ら
に
な
り
、
崖
つ
ぷ
ち
に

囲
ま
れ
意
を
決
し
木
曽
川

に
身
を
投
げ
た
。
チ
ョ
ウ

の
よ
ぅ
に
舞
い
、
白
い
波

と
と
も
に
消
え
た
。
存
姫

こ
そ
親
を
批
判
し
、
isの

成
十
雲
い
た
人
生
か
。



I級ね孩沒我堯由1山道鑛滴宿
中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
イ
ド

御
膳
水
に
関
す
る
本
陣
桜
井
家
の
文
書

和
宮
は
仁
蠢
の
第

八帛女で明治天，M
の叔 

母
で
あ
る
。
VM乱
を
極
め
 

る
栗
に
公
i
w
策 

の一環として十四代将 

1
川家茂の御台所と 

なった。この？！景には 

幕府と朝廷にさまざま

なS
墓
が
あ
っ
た

が、結果として実行を 

見るに至った。

文久元年(
一八六一) 

十月二十□
に京都を出 

発した和官
7:

1-/
結
納
 

宿での£
泊を経て、•
 

+-
-L-口にはS
納で小 

休止。鵜沼宿で昼食、

休
薫
っ
て
い
る
。

そ
の
数
力
/1
前
か
ら
、 

見it

し
き
®'所
が
な
い
ょ
 

ぅ
宿
内
の
修
復
や
！1

ff蹲
 

本
牌
内
の
修
繕
な
ど
を
ff 

い、窗
&
の
什
器
{

じ 

ゅ
ぅ
き
)

類
に
つ
い
て
も
 

借り受けるなどの準備 

に奔走している。食材 

もタィやフナ、
マッタ 

ケなどを用意し、御膳 

の水i
つては七W
時 

点
で
井
戸
を
限
定
し
報

iii- 

し
て
い
る
。

いずれにしても総勢 

一万五チ人ともいわれ 

る行列で、その対応の 

大変さや混乱の状況を 

うかがうことができる。

©
土
井
武
夫̂J«

中山道鵜沼宿ボランティアガイド

.•3

九
〇
四
〜
九
六
 

山
形
県
山
形
市
出
身

不毛の地と言われた

各i
M
の
響
は
'

江戸後期の大砲射撃練 

習場から始まる。日本 

の近代£
伴い£
は 

陸軍の砲兵演S
とな 

り、その後、航空雄地 

へと発展していく。

第一次大戦後、日本 

は
飛
fj機
g

術
の
発
M
に 

力
を
注
ぎ
迫
を
フ
ラ
 

ンス人将校団が往来、 

そこに登場するのが
+. 

井氏だ。東大で学んだ 

後、ドイツに留学。妥 

協奪計さぬ_
で師の 

厚い信頼を得たそう。 

第二次大戦では彼の
「墨

(

と
り
ゅ
ぅ
ご

ftl

燕
{

ひ
え
ん
)

」
が
堀
越
 

二
郎
の
「零
戦
(

れいせ 

ん
ご
「©
«
と
と
も
に

活
f
梟
は
敗
戦
、

手塩にかけた設計図は 

全て1
で焼却£
 

失職、人生で最も考え 

させられた時を過ごし 

た
と
い
ぅ
。

後年、その英知«
え 

を知らず再び川崎重工 

にて陣頭指揮を執り 

「は
か否
が口
癖
だ
っ
 

た彼はまた、九卜歳に 

してなお若い女性とダ 

ンスを楽しんだしゃれ

者
で
衾
っ
た
。



©
大
垣
城
鉄
門
と4

 

戸 
s
'
l
l

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
イ
ド

鵜
潜
の
ほ
ぼ
尖
に
 

高®
門形式の鉄門があ 

る。
この門
は、廃
藩
置
 

県後の明治九年に安積

家
の
所
有
と
な
り
、
^[納

城の門を移築したと伝

えられてきた。

S
二十年に市に禅

贈され、翌年鵜沼宿：£

生
の
S
こQ

地
に_

された。S
過
程
で
大

坦藩人工奉行の名前が

記
さ
れ
た
「墨書」が発

見
され、大
S
上
戸田

家
の
「九
曜
紋
」
の
鬼
iL

が
同it

用
瓦
師
に
よ
る

も
の
と
一
^
そ
の
結
果
、

人
坩
城
の
城
門
と
断
定
さ

れ
た
。

大
垣
城
に
は
、
寛
永し 

•

一年：
尸S
S
譜
代
 

大
名
十
万
れ
で
入
：r
治

水
1:
>.̂
新
[11開
発
な
ど

を行い、蒲の基礎を築

いた。以降第±
代潘

卞
ま
で
二
亘
|
±

蠢

尸
田
家
が
S
し
、
S

霧
妻
る
。

鵜
沼
稱
再
生
咬
こ
の

大
垣城
の門をS

沼宿に

議
す
る
こ
と
后
対
す

る
声
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

この門はs
の輿一気

S
し53

し
な
が
ら
、
こ

の
場
所
で
な
く
て
は
な
ら

な
ぃ
存
穿
な
っ
て
い
る
。

©
各務右近将監常d

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

村
国
神
社
南
に
あ
る
石
標
 

(

各
務
お
が
せ
町
)

戦
国
時
代
に
&
務
原
に

館
—

義
が
い
た
。

そ
の
名
は
a-務
S
将
監
 

常
久
(

か
か
み
ぅ
こ
ん
し
 

ょ
ぅ
げ
ん
つ
ね
ひ
?
。

こ
の
各
務
氏
は
、
守
護
 

土
岐
氏
の
S
で
あ
る
斎
 

藤
氏
の
一
族
で
、
そ
の35

館
で
あ
っ
た
屋
8

務
お
が
せ
町
の
城
 

之
展
麩
に
あ
っ
た
と
い
 

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
各
務
氏
は
、
太
文
 

十
一
年
{

一 
五
四
二
)

、 

斎
藤
逍
-.が
.！
の七岐 

頼
芸
{

よ
り
な
り
)
を
大
 

桑
城
(

山
県
也
に
攻
め
 

た
咬
美
濃
の
多
く
の
将

上
が
)£1一.
に
味
/

J-し
た
中
 

で、上岐氏に味方し戦 

った。しかし、頼
S

方

は
少
？
人
善
落
ち
、

S
は熱m
へと逃れた。 

その後の各務氏は道' 

のもとに降ったが、弘 

治
二
年
(

+1:六
)

、斎
藤
 

蒲
が
父
5
と戦った 

■
S

川
八
擧
は
,:
*||

に味/
J

して®
戦したと

い
ぅ
。現在、この谷務氏が 

とりでや館̂€

えたと

ぃ
ぅ
ぃ
わ
れ
裏
畜
、

十
地
の
人
た
ち
が
「史
跡

養
一
族
S-城
地j

と

い
ぅ
て
て
い
る
。
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岐
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S
 二
年
(

一
八
〇
一
)

 

三
H
大
田
南
畝
は
、
支
 

配
勘
定
と
し
て
 

一S
ホり

務
め
た
大
坂
i
へ
の
赴

仟
を
終
え
江
戸
へ
帰
る
。

天
明
期
の
文
人
•

狂
歌
師

で
あ
り
御
*
^
-
^

で
も
あ
る

南
畝
は
、
十
六〇

：®

の
旅

を
そ
の
年
の
$
に
ち
な

ん
で
「壬
戌
紀
行
」
と
し

て
普
し
た
。
公
用
で
江
戸

と
參
逢
管
時
は
、

MIS

を利用するのが

他z 通だが、旅好きの南

畝は、銅座での任務を

終えた解放感も手伝つ

てか、帰
り
は
道
経

蠢
ぃ
出
た
。

同
月
二
十
六
日
魄
、
加
 

納
f
立
し
た
南
敝
は
、 

金
花

IIIを
左
手
に
見
て
、

細
畑
、
切
通
し
、
新
加
納

を
経
て
各
務
野
に
至
り
、

「猶
も
野
を
わ
け
ゆ
け
ば

松
多
し
。
六
軒
茶
屋
の
村

は
わ
び
し
き
さ
ま
也
…
。

松
原
を
過
ぎ
て
左
に
『自

是束尾州M
といへる

石表あり。松原をへて

廿軒茶屋にいたる」と

述べている。各務野で

新
(+1開拓された当時の

一尸数から称した：一力所

の茶M
が、今も、地名'

鉄道の駅名として、残

されているのである。

©
佐
々
木
吉
兵

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

1
一
七
六
A
 

七
月
に
岐
¥
大
火
が
あ
 

り
、
多
く
の
_
%
が
出
 

た
。
吉
兵
衛
は
た
ま
た
ま
 

岐
阜
の
frl父
の
家
で
こ
の
 

大
火
に
遭
遇
し
、
自
家
に
 

伝
わ
る1

:

光
寺
如
棄
を
 

奉
じ
て
炎
の
中
を
く
ぐ
り
 

抜MS

に
助
か
っ
た
。

吉
兵
衛
は
蘇
原
伊
-
^
:

 

の
六
S
®
五
年
の
歳
 

S
か
け
て
題
し
て
い
 

る
が
、
大
火
は
そ
の
三
年
 

目
の
出
寒
で
あ
っ
た
。 

安
永
五
年
{

七
六
)
か

—

ら
寛
政
四
年
(

九
二
)
に 

か
：

1
1
1
1
i
f
 
■

 
*
け
て
'

 

新
開
の
地
に
党
 

進
録
(

禄
)

寺
の
墾
1=

中
央
と
仁
王
門
宇
を
建
立
し
、
大
火
の
中

的
に
a;Jけ
て
い
た

だ
い
たt

光
豪
の
お

か
げ
と
考
え
、
そ
の
像
を
 

安
置
し
、
大
火
で
焼
け
死
 

ん
だ
顏
縁
S
供
S
と
 

五
1
1
(

ほ
ぅ
じ
ょ
ぅ
)

 

を
祈
る
場
と
し
た
。
?
 

迚
設
途
上
「加
官
進
餘
」 

と
記
さ
れ
た̂
^
が
出
：!- 

し
た
の
で
寺
名
を
「加
.

ri'

崖
寺
」
と
し
た
。

新S
地
は
貞
衛
の
 

功績をた£
て、袤
 

を
「吉兵衛新山j

と呼 

ばれていたが、各務原 

市発足時に変わり、現 

在
は
「蘇原吉新町」で 

あ
る
。



|

-)@
佐
良
木
尚
頼

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

現
在
の
城
田
館
跡

佐良木尚頼は、第八 

代
義
国
守
f
る土 

岐成頼の：：男で、佐良 

木
：I 郎
尚
頼
と
ぃ
ぅ
。現 

在の那加に居館を權
X- 

ていたといわれ、近年 

那加御
；！

敷町と改称さ 

れた所である。佐良木 

尚頼は、明
応
三
二
四
 

九
四
)

〜
Tr年にかけて
 

展開した美濃版、応仁 

の乱と位置づけられた 

船m
袖に伎場する。

この合戦は、守護土 

岐成頼の長子
•

政房と 

末子•
元頼の家督相続 

争
いで、上
岐
家
K1は
：一  

分された。佐
.

M

木
尚
頼

は：
兀粕を擁するS
 

利光
//に付き、政房を 

擁する
n'藤
//と対峙し 

た。斎藤方には尾張の 

織
IJJと
越
前
の
朝
fi-が
、 

U

丸方にはs
の北畠 

と近江の六角の応援で 

城
田
寺
(

きだいじ)
を 

忠
に
戦
い
が
S
られ 

たが、斉藤
/

i

の勝利で

善
た
。

そ
の
後
、
c

丸
父
子
は
 

自
害
し
、
元
頼
は
城
田
館
 

の
四
面
櫓
{

や
ぐ
ら
)
に 

火
を
放
っ
て
白

ftfし
た
。

こ
の
^
佐
良
蠢
は
、

爾
臣
-

一̂
&

人
と
と
も
に
 

1
た
。

@
娜
土
の
誇

「小
島
三
郎
医
学
博̂

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
イ
ド

小
島
博
士
と
下
中
屋
村
の
小
島
医
院

小
島
三
s
'±は、日 

本のM

病予I
子の第 

一A
者でインフルエン

ザ
ウ
イ
ル
ス1

界
保
震
で
公
叢

分
野
に
業
績
を
残
し
、
わ

が
国
の
医
学
界
に
多
大
な

霞
を
し
ま
し
た
。

i
l
-

年、川
島
河
ra
ftw
K
M

の岩田家の一二男として

生まれ、小学校入学と

ともに英才ぶ—
発揮

し
て
霞
餒
へ
學
。

そ
の
後
現
一
橋
大
学
に
進

む
も
、
親
§
開
籠
小

家
の
養
子
と
な
り
、
医

学
に
転
身
。
束
京
大
学
味

学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
。

その後、F
中
置
家
 

震
を
継
い
だ
。

三
士
二
歳
か
ら
束
M

大
 

学
教
授
、
国
立
予
防
衛
生

1
1
1
U

腸
チ
フ
ス
'

 

パ
ラ
チ
フ
ス
、

赤
痢
、
疫
痢
等
の
伝
染
病

議
に
生
：蒙
け
た
。

伝
染
病
研
究
に
取
£

む
纏
は
醤
に
專
至

り
P
&1に
評
価
さ
れ
て
、

こ
の
分
野
に
お
け
る
わ
が

国
の
_
病
W-門
学
者
の

堆
6>;1

:

上
にf

嶽
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
に
肺
気

腫
の
た
め
、
七
十
四
歳
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。



@
歌
川
広重

！!
中山道鵜沼宿ポランティアガイド

木
曽
川
街
道
六
十
九
次
内
〖加
納
」

士
 1

.

歳
で
定
火
戀

職
を
継
ぎ
、
十
五
歳
の
時
 

歌
川
©1.広
に
人
門
。
広
fi 

g
に
て
太
保
—:一年浮s
 

師
と
し
5>

 し
た
。

舉
i
表
し
た
_

逍五士！次で風泉幽家 

としての名声を築き、 

以後数々
の東遺•
汀 

戸̂

シリーズを発表。 

花烏風月の分野でも秀 

作S
し続けた。特に 

これまで見られなかつ 

た大胆な構図と広重ブ 

ル1
と称された鮮やか 

な藍色の配色は、ゴッ 

ホやモネなどの世s

S
象
派
簾
た
ち
に

人
梟
m
f
た
。

ご
当
地
⑴
迫
を
モ
チ
 

—
フ
とした代#
には、

木
芦
塵
?-九
次
が
乎

げられる。これは風景 

画
の
第
一
人
者
広
.*と美 

人両で 
一UJ:を風びした

渓
蠢
が
幕
し
た

Ifli

集
で
あ
る
。

天保六年二八三五
)

 

に
完
成
さ
-*
た
こ
の
麗
 

は
全
七
十
'

 

画
の
ぅ
t
s

 

重
が
四
十
七
を
、英
泉
が
 

1

十
四
を
描
い
て
い
る
。 

有
名
浮
i
師
二
人
の
合
 

作
の
試
み
と
し
て
非
常
に
 

珍
し
く
意
義
深
い
も
の
で
 

あ
っ
た
。

P
 
び

く

に

Jfc.
ai

12

㉝
八
百
比
丘
尼11

^
中山道鵜沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

伝
説
の
残
る
お
が
せ
池

八
百
比
丘
尼
は
、
俗
に
 

人
蓉
肉
を
食
S
J
と 

で
八
百
歳
ま
で
生
き
、各

地を旅したといわれる

伝説上の人物で、古く

は室町時代§
献にも

登場する。北陸地方を

中心に、全国に八百比

丘
尼
の
業
が
伝
わ
っ
て

いるが、各務原に1

つかの伝承地と昔話が

あ
る
。蓮二年に小浜市が

発行した「伝説資料集

八
rr比
丘
M
の中で、

美濃一

各務郡前野の甲

の長者の一人娘が施行

の功力によりA
白歳の

長寿を保ち、後に各務 

村に住んだといぅ話と、 

伝承地の一つとして蘇

原：—柿野
WXが取りh
げ

られている。

また、「各
務
原
市
史

民俗編」では、おがせ

池にまつ4；

る■
の一

つ
と
し
て
_
の<
百

比丘/S
といぅ話が取

り上げられている。こ

ちらは、おがせ池の龍

王の元から帰った男が

土産として人魚を持ち

帰り、それを食べた老

婆.が
蓬
っ
て
神
通
力
を

5T

諸国行脚に旅立つ

と
い
i

fs-で
あ
る
。



蓮 
如 

上 

人

山道I衣ね山道鵜風宿j

西入坊
(

下M)s

大
馨
と
蓮
如
上
人
像

広
贏
し
農
て
い
る
。

胡には紅顔あって
 

夕にはA
骨となれる身 

なり」。人の世のはか 

なさを説いたこの一説 

は、聞く人Q

心
の
農
 

に響く名文である。

七—六歳の時、西入 

坊を訪れ自画像を残し 

ている。この絵像は毎 

年
R

月の例祭に開帳さ 

れ蓮如祭りと呼ばれ多 

くの衆#
者でに®
フ。 

妻南側には蓮如のつ 

えが根付いたといわれ 

るイチヨウの大木が生 

ぃ茂り、市f
の天然

ig音
な
っ
て
い
る
。

蓮
如
二
四一

五〜九 

九)
は
本
響
八
世
？
 

臺吊
興
の
僧
と
し
て
知
 

られる。第七世存如と 

召し使いの問に生まれ 

十七歳で得？
i
親 

鸞に帰す§
」とを信条 

に、生涯を本f
教団 

の勢i
に尽ミした。

文明年間辛六歳の 

睛越前に古崎御坊を 

翌
。こQ

ころから多 

くの門徒衆に手紙を送 

り、その文集は孫の円 

如によってまとめられ、 

五帳八十通に及び「御 

文章」「お
客
等
と
称
 

し臺
；小教義の書として

f
一_
、|

中
山道鵜沼宿ボランティアガイド

三
井
山
城
の
絵
図
と
三
井
山

人
物
像
に
つ
い
て
は
ぁ
 

ま
&
し
い
霜
は
残
つ
 

て
い
な
い
が
fl張
葉
栗

見
聞
集J

に
は
「こ
の
城

山
は
高
か
ら
ず
、
し
か
れ

ども要害
M

固なり」と

記されている。城は三

重
の
f
f
せ
た
本

窮

蠢

®
でぁ
る。

天
文
年
間
美
濃
国
内
に

内
乱
が
起
き
、
r
a
i
田

信
秀
宿
長
の
ハ
2<>は
越

前
響
氏
と
逶
し
て
美

濃
に
攻
め
込
み
、
三
井
弥

一?

郎
が
大
震
に
祟
し

た
隙
を
突
き
、
難
無
く
三

篇
を
專
ぃ
余
勢
を
駆

つ
て
糖
を
囲
ん
だ
。

一
方
襲
山
城
で
は
斎
 

鑒
三
が
言
超
ぇ
る
敵

の
軍
勢
を
十
分
に
引
き
寄

せ一

瞬
の
隙
を
突
い
て
主

力
全
軍
を
信
秀
の
本
陣
に

突
撃
さ
せ
た
。
あ
っ
と
言

ぅ
間
に
中
軍
ま
で
打
ち
破

ら
れ
本
陣
衾
て
直
す
間

織
墨
雲
の
弟
、

犬
山
城
主
)

以
下
三
千
人

以
上
の
戦
死
者
を
出
し
、

1
鐘
張
室
し
た
。

後
軍
の
青
印
信
S

も
道
：：一

の
作
戦
に
舌
を
巻
き
、今

川
氏
と
の
決
戦
に
こ
の
作

戦
を
使
い
、
天
下
に
名
を

と
ど
ろ
か
せ
た
。



た
け
の
こ
l

1
-}.
㊣
竹
腰
山
城

_

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

In舞
鵜
沼
宿
に
あ
る
高
札
場

出
議
麗
靈

と
坂
祝
バ
イ
パ
ス
の
交
盖
 

S
束
—

が
®
 

元
さ
れ
て
い
る
。

高
札
場
と
は
江
戸
時
代
 

に
法
令
や
5
苳
知
ら
せ
 

る
板
(

高
札
)

を
数
枚
掲

げ
た
場
所
で
、
嵐
齧

は尾張徳川家の領地な 

ので二人の家老、成瀬 

隼人止と竹S
城守が 

奉行人として高札に名 

S
ねている。

竹
i
の
®
^
は
正
信
 

と
い
ぃ
、
父
親
は
彼
が
母
 

の
お
な
か
に
•
こ
ろ
離
 

縁
し
て
、
母
は
そ
の
後
、

蠢
の
響
と
な
り
S

霞
皇
ん
だ
。
従
っ
て
、

■
はM
張藩，f
義 

直
の
異
父
兄
に
当
た
る
。 

この縁でS
が
墨
名

古
異
士
一
一
君
余
に
封

せられると、美濃国女 

八郡今尾村
{

現海津市 

平田町今墨などにて 

三万石を与えられ、成 

瀬とともに
W

冢老とし 

て重きをなし、明治維

f
 i
寒

X-た
。

鵜
沼
宿
の
高
札
に
は
 

「竹
腰
兵
部
少
輔j

とあ 

り、十代の内七人は山 

城守を名乗っているの 

に珍しい名乗りだなと 

いつも思っている。

^
@
純
仲
全
鋭1J

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

み

大
安
寺
川
右
岸
に
残
る
承
国
寺
北
西
土
塁

室町時代、&
鵜沼 

古市場に美濃の守護上 

s
s
i
した承国

寺があった。鈍仲全鋭

は臨済宗の一派の禅僧

であるが、持益に請わ

れて美濃に至り承国寺

の開山となった人物で

あ
る
。寺には応一一の

乱の戦

火を逃れた文化人たち

が集い、翕
を
中
心
と

した文学活動も行われ

一時は栄えたが、土岐

氏の勢力が衰えるとと

も
に
蘿
し
た
。

平成八年、各務原市

の発掘調査により、承
国寺はかなり大きな規 

摸でぁったことも分か 

ってきた。現在、当時

をしの
ばせるものは大

安寺川下流地域の右岸

に残っている土塁の一

部
¥
1
のみでぁる。

これは江戸時代擔

1
S
榮
対
策

として
上S

部で西
へ
fir

回して
いた流れを、元

承国寺の境内へ直線状

に掘削したときに取り

残されたものでぁる。

承
国
寺

残
る
土
塁
に秋

時
雨



ね定み山道鑛涵宿

^9

中 
山 
道 
鵜
ぐ召

S武日 

|藤の

㉟
若
さ

5-
武藤嘉門伝（岡戸武平著）中部経済新聞社刊から

嘉

武
藤
嘉
門
の
生
家

武
藤
嘉
門
は
、戦
後
岐
 

.1

 十
県
の
民
選
初
代
知
3Jfと
 

なった人である。

嘉
門
は
明
治
三
年
{

一

八七〇
)

、山
県郡
千疋村

霞
市
)

の辻家で
nlま

れ、名
は
貞
次
郎
。子ど

も
の
こ
ろ
か
ら
何
事
に
よ

倉

i
い
で
、er

ま
た
、わ
ん
ぱ
く
な
ど
何

で
欠
よ
り
優
れ
て
い
た
。

同
'
±
一年
{

八
a
、岐

阜屮学卒業。柬京法学

S
I
年
冗

一)
の濃M
歴災の咬

帰
-n父
の
.

1=1慢
の
家
は

倒
壊
を
免
れ
て
い
た
。休

む
間
も
な
く
近
隣
の
la
llI

に
尽
力
、
一
段
落
し
て
h

 

京
の
準
備
中
、
父
が
鵜
沼

蓮
業
武
藤
家
へ
i

子
の
し
た
。

武藤家では長男の九

一
11-き
後
、
後
継
者
に
悩

ん
で
お
り
、
X];家
と
は
縁

戚でもあり、再三養子

の話が来ていたとのこ

と。
：晩考えた上、承̂

頁次郎は武藤家へ人

箱
の
際
、名
を
「嘉
H

と改め、名
占
M

の
«-服

M

刈谷喜助の次女ょね

と
_
 

S

;

十
II歳
、

よね十五歳。養
父
類

衛門の下、酒造り時に

S
の于伝いもした。

1
.
㉝

梅
田
吉
三
郎
$

1
IT

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

合
戸
池
の
南
岸
に
建
っ
梅
里
口
三
郎
碑

梅
ffir
l

郎
は
、
合
-

尸 

池
(

か
っ
こ
い
け
)
の
K

 

流
を
關
発
し
水E

を
開
い
 

た
人
で
あ
る
。
合
戸
池
は
、 

J
R

鶴
VQ駅
か
ら
北
へ
一
 

キ
ロ
ほ
ど
靈
を
登
っ
た
所
 

に
あ
る
占
い
S
池
で
あ
 

る
。明治二卜四S

霞

大震災で決壊し、下流 

の田畑を押し流す大被 

害が出た。県費をもっ

3
平
五
年
議
堤

さ
れ
た
。
こ
れ
が
ほ
ぼ
今
 

の
堤
の̂

Si
で
あ
る
が
、 

以
前
は
もP
と
北
に
堤
が
 

あ
り
、
池
も
少
し
小
さ
か
 

つ
た
。

$
道
は
、
こ
の
fy戸
 

池
の
堤
を
咢
て
束
に
，！： 

か
ぃ
、
i

lM塚
か
ら
ぅ
と
 

ぅt

へ
と
屯
っ
て
い
る
。

鵜
沾
束
町
の
梅
m
^

-. 

郎
は
、
士
ハ
歳
の
頃
に
合
 

戸
_
の
人
足
に
出
た
。 

_
_.+
五
年
)
そ
の
後
、 

池
の
L
流
の
開
発
を
発
起
 

し
、
東
町
K
共
有
S
谷
 

(

中
山
道
北
側
)
に
水
Ln 

を
開
い
て
、
犬
出
の
栗
 

栖
村
の
人
た
ち
に
も
小
作
 

を
さ
せ
た
。

こ
の
功
續
を
残
す
た
め

S
h
i
—

ft尸
池
の
南
側
に
石
碑
を
 

建
て
て
い
る
。



紐み避ife山道衡召宿
©
鵜
浴
宿
 
衾
 

名
家
の
系
譜̂
!

中
山
道
鵜
沼
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

.24
#

本
陣
桜
井
家

s
a
s
の小伊木、 

古
市
場
、南
町
を
通
っ
て

い
た
頃
は
llj
jflの
桜
井
の

S
あ
っ
た
そ
：̂
。

中
山
道
が
北
側
に
移
さ

れ、本
陣
役
を
務
め
る
ょ

ぅ
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。桜
井
家
で
は
、

酒の醸造も行っていた。

松僅蕉が鵜沼宿を

訪
れ
た
と
き
、菊
花
酒
の

もてなしを受けており
'

多
分
桜
井
家
S
造
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。七
面
山
.

老
松
.

m

泉
な
ど
の
銘
酒
が
あ
つ

た
。

置
•

讓

霞

警城美ハ介刑部占 

降®
貢
久
右
衛
門
*

矩の子孫で関ヶ原の合

戦に敗れた後、多芸郡

野
：！

村li

蟄
居
(

ちっき

ょ
)
し
、野
n
と
^
^
め
、

鵜
沼
.W

で問M
を務めた

後
に
樂
陣
—

た。

脇本陣坂井家

S
纏
證
坂
井

右近将監政尚の水商

{

ま
つ
え
い
)
と̂

X.る
。

後—
久右衛S

矩にid

え
、関ヶ
原
の
戦

いに敗-
^

た
後
§
れ

て大谷氏とともに鵜沼

宿
で
樂
陣
塞
め
た
。

®
徳
川
治
宝

中
山
道
鵜
沼
宿
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

吉
川
弘
文
館
発
行「国

史
大
辞
典
」ょ
リ

堕
{

はるとみ
)

 

は紀伊㈤
和歌山藩十代 

藩卞である。学問を好 

み後に文化•
芸術面で 

H

献
し
た
。
|

八〇
|
:

年 

に江戸からの帰国時に 

中
山
道
を
通
行
し
、鵜沼 

宿
で
は
小
休
し
た
際
の
#
 

細な記録が残っている。

当
口
は
ご
膳
四-K

剪
 

むすび百八十人前='1

 

人
前
はI

合
五
勺
{

し
ゃ
 

く
T
香
の
物
て
切
れ
ず
つ
 

添
ぇ
て
1
」
た
。
ご
膳

•

 

む
す
び
の
代
金
は
二
rl疋
 

=
-

両
の
半
分=
を
)H
き
、 

こ
れ
と
は
別
に
銀
二
片
も
 

頂
い
て
い
る
。

人足は定助郷から杏 

人足f
八十一人を 

屈用し、さらに現在の 

屮
叫
岐
サ
市
、岐南町 

などから助扱として人 

足
2.:白
人
裏
め
て
い
る
。 

また、馬は
c

五士ハ疋

題
傷
し
た
。

用意された食事®
に 

比べ、人足が圧倒的に 

多いことは不思議であ 

る。膨
人
な
荷
物
M

か、 

もしくは武十の体5

を 

保っためか'
 

今では不 

明である。いずれにせ 

ょ_
父代は御-
二家と 

いえども、苦労してい

た
こ
と
に
鐘
わ
名
い
。



⑫
i新月

ィ
ア
ガ
ィ
ド
が
ご
？̂
:

し
 

ま
す
。
各
宿
場
町
_
道
 

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ̂~

ド
 

な
ど
為
り
込
み
な
が
ら
、 

読
有
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
 

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
ぅ
 

に
努
め
ま
す
。

な
お
、
掲
載
す
る
写
,S- 

は
江
戸
時
代
後
期
の
'幽 

家
•

歌川広重と渓斎英 

泉
が
分
担
し
て
描
い
た
 

「木
曾
街
道
六
拾
九
次J

 

を
2
止
し
て
い
ま
す
。

新
シ
リ
ー
ズ
に
ご
期
待

J
い。

先
人
の足

跡
訪
ね
 

春
を
行
く

『訪ねてみよぅ̂5

道 

鶴
沼
S
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
 

S
野
の
人
糧
来
〜
み
 

代
か
ら
近
代
へ
〉は
AU回 

で終了しました。

三
年
間
七-H

回
に
わ
 

た
り
ご
紹
介
し
て
き
た
人
 

物
た
ち
は
い
か
が
で
し
た
 

か
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
ぅ
 

ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
あ
と
四
月
 

か
ら
は
〈中
山
道
六
拾
九
 

次
の
旅
〜
江
戸
か
ら
京
へ
 

〜
〉
と
題
し
て
、
江
戸
は
 

H
本
橋
か
ら
終
点
京
の
三
 

条
大
橋
をE
指
し
て
屮
山

旅
は
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ

執
筆
者
(
_

不
同
•

敬
称
略
)

足
立
勘
二
(

ポ
ラ
ン
テ
ィ
r
/
r
t

イ
ド
) 
野
村
和
子
{

ボ
ラ
>
于
ィ
r
/

ffイ
ド
)

 

池
戸
憲
二
(

 
” 
) 
橋
本
玲
子
(

 
〃 
)

板
鼻
清
治

(
” 
) 
福
島
秀
±
(

 
” 
)

今
野
多
美
子
(

 
"

 
) 
堀
田
隆
久

(
” 
)

糟
谷
博
(

 
"

 
) 
松
尾
朋
和
(

 
” 
)

片
岡
稔
 
(

 
»

 
) 
宮
咀
寶
也
(

 
"

 
)

可
鬼
幸
彦
(

 
” 
) 
吉
村
京
子

(
” 
)

栗
田
in行
(

 
"

 
) 
西
村
敏
行
(

元
 
"

 
)

黒
内
昭
(

 
"

 
) 
ホ
野
武
男
(

元

"

 
)

黒
柳
章
(

 
"

 
) 
平
林
由
雄
(

元

"

 
)

後
藤
俊
之
(

 
"

 
) 
古
川
勝
行
(

元 
»

 
)

近
藤
章
(

 
” 
) 
李
 
智
東
(

元

” 
)

清
ホ
淮
之
(

 
"

 
) 
田
中
稔
(

元

” 
)

高
橋
雅
子
(

 
” 
) 
中
島
晴
美
(

元
歴
史
民
俗
資
料
館
)

坪
内
習
子
(

 
” 
) 
西
村
勝
広
(

元 
” 
)

鳥
居
節
子
(

 
” 
) 
引
地
歩
(

元

"

 
)
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